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問
題
設
定
了
イ
ド
几
『君主論』に霊感を与えた偶像として多くの人が、チェーザレ・
ボ
ル
ジ
ア
の
名
を
思
い
浮
か
べ
る
こ
と
だ
ろ
う
。
第
六
章
に
お
け
る
チ
ェ
ー
ザレの楓々たる風姿、そして歴史の暗転とともに奈落の底へと転
がり落ちていくさまｌそこには「もっとも深刻なる事件をも、奔
放
な
快
速
調
で
叙
述
し
て
い
く
」
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
筆
法
の
真
骨
頂
が
あ
る（１）。ある人は「自身の見事な力量で」、王朝を築きあげた
フ
ラ
ン
チ
エ
ス
コ
・
ス
フ
オ
ル
ッ
ァ
に
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
共
感
を
見
出
すかも知れない。あるいは「イタリアの復興のため神に遣わされ
た
か
に
恩
わ
れ
た
あ
る
お
方
（
チ
ェ
ー
ザ
と
」
に
代
わ
り
彼
が
そ
の
小
論
を捧げた、メディチ家のロレンッォニ世に、彼の憧慢が存したと
見る者もあろう。
マキアヴェッリはこの書を理論的著作としてではなく、メディ
チ
家
の
も
と
何
ら
か
の
職
務
を
獲
得
す
る
た
め
執
筆
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
尿皀田『旨自己の＄のｓ已色三①田①］昼ｓ威三の三】三目の］宮ご己の三色■①の①三①‐の二言｝①己の三ｓ
●
『君主論』と１６世紀初頭フィレンツェの党派政治
己の円已の（■①且】弓】の円①⑰①色①己已】のｃ已口の八已邑已昌で四（◎＆ご■①ｖ
ｌ
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
ニ
政
権
と
〈
市
民
的
君
主
政
〉
書
の
偶
像
と
し
て
、
ロ
レ
ン
ッ
ォ
ニ
世
を
想
定
す
る
こ
と
は
的
外
れ
で
は
な
い
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
と
ロ
レ
ン
ッ
オ
ニ
世
の
関
係
は
従
来
の
、
「
賢
者
の
善
言
に
耳
を
傾
け
な
い
暗
君
」
と
い
う
紋
切
り
型
か
ら
自
由
に
な
っ
て
、
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
（
２
）
。
だ
が
研
究
を
こ
う
し
た
方
向
に
進
め
る
に
先
立
ち
、
そ
の
存
在
と
「
君
主
論
』
と
の
関
連
に
つ
き
、
一
瞥
を
加
え
る
べ
き
人
物
が
い
る
。
即
ち
本
稿
の
考
察
の
対
象
、
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
一
一
そ
の
人
で
あ
る
。
本
稿
に
お
い
て
取
り
上
げ
る
の
は
、
特
に
一
五
○
二
年
に
樹
立
さ
れ
た
彼
の
〈
終
身
大
統
領
〉
政
権
の
成
立
経
緯
と
、
「
君
主
論
」
の
「
隅
の
首
石
」
と
も
い
う
べ
き
部
分
（
第
九
章
）
と
の
内
的
連
関
の
分
析
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
分
析
を
と
ば
く
ち
と
し
て
、
’
四
世
紀
後
半
か
ら
一
六
世
紀
半
。
－
ポ
・
ア
丁
Ｉ
派
人
ば
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
史
の
文
脈
（
組
合
主
義
国
家
か
ら
中
央
集
権
国
家
Ｃ
に
お
い
て
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
「
君
主
」
と
い
う
存
在
に
抱
い
た
期
待
に
関
し
、
何
ら
か
の
展
望
を
描
く
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
彼
の
政
治
観
の
形
成
に
つ
き
、
上
司
で
あ
っ
た
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
ニ
の
三
○
国
宣
旨
田
国
自
○
口
宛
○
石
黒
盛
久
平成１９年９月２７日受理
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存在が軽視されてきたことについては、さまざまな理由が考えら
れる。何よりも『君主論』に彼の名は全く登場しない。もう一つ
の著作『ディスコルスィ』においても彼への言及は、「ブルトウ
スの息子たちを惨殺する」ことにより政敵を排除できず、「全て
のことを人間味と忍耐力によって処理しようとした」、その優柔
不断の批判として散見されるに過ぎない。近代以降の読者のソデ
リー一一像は、亡くなったその魂の行方を「お前なんぞは子供向き
のリンボに上がれや」とこき下ろした、マキアヴエッリの評言に
よっている。ここから人々は、無能な上司故に、羽翼を伸ばせな
かった彼の、憤りやため息を読み取ってしまうのだ（３）。
だがマキアヴェッリにとってソデリーニは不承不承奉仕した、
共感も期待も抱けない人物だったのか。そのようには思えない。
そもそも混沌とした１６世紀初頭、１０年余にわたり政権維持に
成功し、ピサ再領有等諸問題を解決した有能な元首と、彼を評価
することもできる。寒門出にもかかわらず、「ソデリーニの操り
人形」と椰楡される程の権力をマキアヴェッが振るうことができ
たのも、その信頼あってのことだ（４）。確かに政治の切所にお
いて彼が示した優柔不断は、マキアヴェッリを切歯拒腕せしめる
ものであった。この感情がよく示されている個所こそ、「デイス
コルスィ」Ⅲ１３であろう。だがそこで問題となるのが、「元首
の権力は如何に抑制されるとともに守護されるべきか」という、
マキアヴェッリの元首観のα／のポイントであることは、『君主
論』的君主の元型としてのソデリーニという本稿の主題からみて
も興味深い（５）。マキアヴェッリがここでソデリーニ側に感情
移入しつつ、筆を走らせていることは明白である。ソデリーニの
政治的〈使命〉に対する共感は、メディチ家に上申した「メデイ
チ党に告ぐ」に一段と明らかである。この小論の仔細は別稿に譲
オ
ザ
ナ
ｆ
〉
Ｉ
ザ
ｆ
るが〈門閥〉との関係において、メディチが絶対権力を確立しよ
う
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
が
志
向
し
た
如
く
〈
民
衆
〉
と
の
連
携
関係を強化すべきであるという、「君主論』～『ディスコルスイ』
から後年の『フィレンツェ政体改革論」まで一貫する、彼の持論
が
そ
こ
に
端
的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
う
し
た
文
脈
に
お
い
て
マ
キ
ァヴェッリは、ソデリーニが担った政治的〈使命〉を弁護し、メ
デ
ィ
チ
家
が
こ
の
〈
使
命
〉
を
受
け
継
ぐ
よ
う
懲
渥
し
て
い
る
（
６
）
。
そ
し
て
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
語
る
こ
の
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
に
お
け
る
元
首
の
〈
使
命
〉
と
は
何
か
を
解
明
す
る
点
に
、
共
和
国
と
君
主
政
と
い
う
マ
キ
ア
ヴェッリ思想の根底に横たわる「永遠に解かれることのない謎」
を
、
統
合
的
に
解
釈
す
る
手
が
か
り
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
「
君
主
論
』
に
お
け
る
君
主
像
の
創
造
を
、
同
時
代
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
文
脈
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
は
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
研
究
の
新
た
な
沃
野を切り開く作業となるに違いない。
そ
も
そ
も
１
０
年
以
上
の
近
侍
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
著
作
に
ソ
デ
リ
ー
ニ
の
名
が
ほ
と
ん
ど
言
及
さ
れ
な
い
と
い
う
事
実
自
体
が
、
ソデリーニ政権の歴史的〈使命〉が彼の思想形成に果たした根底
的
意
義
を
暗
示
し
て
い
る
。
大
統
領
ソ
デ
リ
ー
ニ
と
秘
書
官
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
間
で
何
ら
か
の
政
治
改
革
が
検
討
さ
れ
た
と
し
て
も
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
没
落の後ともなれば両者にとり、闇に隠匿すべき秘密でしかない。
ま
た
ソ
デ
リ
ー
ニ
の
統
治
の
賞
賛
は
、
「
メ
デ
ィ
チ
党
に
告
ぐ
」
に
マ
キ
ア
ヴェッリ自身が言及する如く、メデイチヘの追従により保身を図
る
輩
の
誹
誇
の
種
を
自
ら
播
く
こ
と
と
言
え
た
（
７
）
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
論
旨
上
そ
こ
に
目
を
向
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
メ
デ
イ
チ
の
敵
対
者
ソ
デ
リ
ー
ニ
の
名
を
、
メ
デ
ィ
チ
家
に
献
呈
す
べ
き
書
物
に
顕
示
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
に
と
り
「
君
主
論
」
執
筆
上
可
能
な
戦
略
は
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
の
実
状
に
対
す
る
言
及
を
回
避
し
、
古
代
の
あ
る
い
は
他
の
イ
タ
リ
ア
諸
都
市
の
事
例
へ
と
籍
晦
し
つ
つ
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
の
欠
陥
を
指
摘
し
、
そ
の
処
方
菱
と
し
て
の
《
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
史
｜’
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における元首の〈使命〉》の受諾へと、メディチ家を説得するこ
とに絞られていた。１５世紀末以来のフィレンツェ政治の現実的
文脈の暗示、古代の事例を通じた鞘晦、君主の〈使命〉について
〃
ｒ
シ
〃
シ
ユ
リ
ー
セ
シ
ス
の独自の構想の提示といった、マキアヴェッリ政治思想の精髄を
最も融合させた素材こそ、〈市民的君主政〉という独特の理念を
軸に据えた『君主論』第九章に他ならない。筆者はサッソの言う
構造論的手法を用いた第九章解釈に、拙稿『マキアヴェッリ政治
思想と〈自分で支配する（８日目ｓｅの円のの）〉ということ』及び『マ
キアヴェッリの政治観と諸階級の葛藤ｌ〈絶対的〉君主政に関す
る一考察』において取り組んだ。また「君主論」第九章につなが
る論理が、ソデリー一一失脚直後の政治情勢の観察を介し精錬され
る過程を、冒・マキアヴェッリと『メディチ党に告ぐ』をめぐっ
て’一五一二年の政変と「君主論』第九章」で確認している。本
稿ではソデリーニ終身大統領政権成立（１５０２）に先立つフィ
レンツェの党派抗争を背景に、その混沌から浮上するソデリーニ
の政治行動の原理が、リヴィウス的歴史観（貴族／平民の抗争に
よる歴史の展開）との相互参照を通じて、〈市民的君主政〉とい
う独特の政治論理へと、マキアヴェッリ政治思想において昇華さ
れる経過を追って行きたい（８）
Ⅱ一六世紀初頭フィレンツェにおける党派対立
西暦一五○一年五月、フィレンツェ共和国の危機はその頂点を
迎えていた。従属都市ピストイアの騒乱に加え、この騒乱を指嘘
した鳧雄チェーザレ・ボルジアの軍団が、ファエンッァ略奪後フィ
レンツェ近傍五マイルの地まで進出、フィレンツェ内の問題に直
接介入する姿勢を示したのである。マキアヴェッリの初期著作「資
金調達についての発言』の一節は、当時のフィレンツェ政府の困
惑を示す貴重な史料となっている（９）。だが現場報道的記述以
上に重要なのは、チェーザレの脅威に直面するフィレンツェ市民
の
言
動
を
、
「
皆
様
方
は
ご
自
分
が
疑
い
深
く
強
情
で
お
ら
れ
る
こ
と
を
非
難すべきでしたのに、市民は狡滑で名望家は疑り深いと非難して
お
ら
れ
ま
し
た
」
（
傍
点
筆
者
）
と
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
記
し
て
い
る
点
に
あ
る
。
そ
こ
に
は
筆
者
が
先
に
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
的
と
特
徴
づ
け
た
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
史
の
転
変
を
市
民
（
平
民
）
／
門
閥
（
貴
族
）
の
抗
争
史
と
し
て
構
造
化
す
る
観
点
が
見
え
隠
れ
す
る
（
Ⅲ
）
。
自
国
史
を
ロ
ー
マ
史
家
の
筆
法
に
即
し
読
解
す
る
姿
勢
は
、
人
文
主
義
的
歴
史
家
の
通
癖
で
あ
り
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
の
現
実
が
こ
う
し
た
二
分
法
で
は
捌
き
切
れ
な
い
、
諸
党
派
の
集
合
離
散
に
よ
り
展
開
し
た
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
だ
が
古
代
復
す
ザ
▼
１
マ
ー
γ
～
興
趣
味
が
学
者
の
み
な
ら
ず
、
〈
門
閥
〉
と
称
さ
れ
る
政
治
的
エ
リ
ー
ト
層
に
及
ん
だ
一
六
世
紀
初
頭
、
政
治
指
導
者
が
自
ら
の
言
動
を
市
民
／
貴
族
と
い
う
古
代
的
政
治
観
の
枠
組
を
参
照
項
に
、
決
定
し
て
い
く
よ
う
な
観
念
主
義的傾向もまた顕著となっていた（Ⅱ）。
一
五
○
一
年
問
題
を
理
解
す
る
背
景
と
し
て
ま
ず
、
’
四
九
四
年
の
メ
ボ
が
叩
才
Ｐ
Ｔ
Ｉ
ザ
ー
ア
ィ
デ
ィ
チ
没
落
以
後
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
界
に
お
け
る
〈
市
民
〉
／
〈
門
閥
〉
の
葛
藤
の
経
緯
に
つ
き
一
瞥
し
た
い
。
ピ
エ
ロ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
ニ
世
の
没
落
は
、
直
接
的
に
は
フ
ラ
ン
ス
王
シ
ャ
ル
ル
八
世
の
イ
タ
リ
ア
侵
入
に
伴
う
、
ミ
ラ
ノ
／
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
／
ナ
ポ
リ
枢
軸
（
ロ
ー
デ
ィ
ー
外
交
均
衡
系
）
破
綻
の
余
波
で
あ
る
。
し
か
し
対
内
的
に
そ
の
失
脚
を
導
い
た
の
は
、
大
ロ
レ
ン
ッ
オ
の
晩
年
の
メ
デ
イ
チ
独
裁
強
化
に
対
す
る
〈
門
閥
〉
層
の
反
発
で
あ
っ
た
。
有
力
者
の
反
発
は
ピ
エ
ロ
二
世
が
側
近
秘
書
団
を
寵
用
し
、
政
務
評
定
の
場
を
メ
デ
ィ
チ
宮
に
移
転
す
る
に
及
び
頂
点
に
達
し
た
。
こ
れ
ら
寸
秒
．
ア
イ
〉
Ｉ
丁
ｆ
氷
ホ
Ｍ
〈
門
閥
〉
と
、
元
来
政
権
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
中
小
市
民
層
（
平
民
）
の
不
満
が
結
合
し
た
と
こ
ろ
に
、
同
年
一
二
月
九
日
の
革
命
事
件
が
出
来
し
た
オ
ブ
ブ
イ
マ
ー
テ
ィ
の
で
あ
っ
た
。
事
変
の
首
脳
は
当
然
な
が
ら
〈
門
閥
〉
連
で
あ
る
。
本
家
と
対
立
す
る
ロ
レ
ン
ッ
オ
・
デ
イ
・
ピ
エ
ロ
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
、
メ
デ
ィ
チ
に
最
も
舵
懇
な
近
親
者
で
あ
る
は
ず
の
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ル
チ
ェ
ッ
ラ
イ
（
ロ
レ
ン
ッ
オ
の
義
弟
）
及
び
。
ハ
オ
ロ
・
ア
ン
ト
ニ
オ
・
ソ
デ
一一一
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リー一三ロレンッォの従兄弟）、フィレンツェ随一の名門ストロッ
ッィ｜族、メディチ家の政敵でリヨンに亡命中のピエロ・カッポー
ニ等の名を、ここに算することが出来よう（、）。
指導者のこの顔ぶれからして革命政権の方向性は、彼ら門閥に
より構想されるはずであった。事実彼らは新体制確立のため、続
・
ン
一
一
呵
り
γ
く一一ヶ月任期の〈内閣〉の選出と更に向一」う一年間の閣僚被選候
了
秒
。
と
了
ル
ー
リ
補者名簿編纂任務を専管する、二一一人の〈選挙監理委員〉会の設
立を表明していた（’二月二日の政府布告）（Ｂ）。だが事態は
これと異なる方向へ進んでしまった。この方向転換を指導した人
物こそサヴオナローラである。彼は馬手にヴエネッイアの大評議
会
と
い
う
神
話
を
、
弓
手
に
門
閥
中
心
の
新
体
制
へ
の
一
般
市
民
の
不
満
を
掲げ国政の核心に、「大評議会」（Ｃ○三ｍ一一・二四ｍ四・『の）を据えるるこ
と
に
成
功
し
た
（
川
）
。
「
大
評
議
会
」
は
巨
大
か
つ
強
大
な
権
限
を
も
つ
機関であった。古来より内閣参議（己。『一）、’一一人賢人会議員（二．□ご
宮・昌巨・己昌）、一六人旗手会議員（⑫ａ三ｍ。□ず一・貝の【一）をもって一一一大
行高職と称したが、大評議会への入会資格はこれら公職に現実に
選出された者の子孫みならず、これらの職の候補者に挙げられた
者の子孫全般に及び、その数三○○○名に及んだ。この機関は総
員の三分の一一の多数によって官職への登用、租税の立案その他あ
ら
ゆ
る
法
令
の
承
認
を
独
占
し
た
（
店
）
。
サ
ヴ
オ
ナ
ロ
ー
ラ
の
カ
リ
ス
マ
オ
ザ
ゲ
ｆ
》
Ｉ
ア
イ
的影響力に威圧されたく門閥〉層は当初、支配集団の拡大を政局
安定に寄与するものとし、この改革に迎合した。だが彼らは従来
〈丁稚〉（ず。月、巴）、〈職人〉（四己四三）と軽侮していた者達と同席
＃
ザ
ヂ
ィ
マ
ー
ァ
ィ
する屈辱感のみならず、彼らが数をたのみに、〈門閥〉層の専有
物
で
あ
っ
た
威
信
や
利
権
に
手
を
伸
ば
そ
う
と
す
る
の
を
見
る
に
及
び
、
次
第
に
反
発
を
強
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
（
肥
）
。
〈門閥〉層は事態を座視しなかった。〈門閥〉主体の政権構想
の提唱者ピエロ・カッポーニにより、「大評議会」制定案の修正
事
項
と
し
て
、
彼
ら
を
そ
の
主
要
構
成
員
と
す
る
予
審
機
関
ｌ
「
八
○
人
評
議
会
」
の
設
立
が
認
め
ら
れ
た
（
Ⅳ
）
。
か
く
し
て
、
国
制
の
両
輪
と
な
る
「
大
評
議
会
」
と
「
八
○
人
評
議
会
」
の
構
成
員
の
社
会
階
層
が
異
な
る
こ
と
、
両
評
議
会
の
議
決
定
数
が
出
席
者
の
三
分
の
一
一
の
多
数
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
改
革
自
体
の
欠
陥
か
ら
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
戦
略
は
、
麻
癖
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
（
旧
）
。
サ
ヴ
オ
ナ
ロ
ー
ラ
の
権
威
こ
そ
麻
癖
の
対
処
薬
で
あ
っ
が
が
Ⅶ
寸
切
グ
ー
や
。
Ｉ
Ｔ
ｌ
た
が
、
彼
の
失
脚
（
１
４
９
８
）
は
〈
平
民
〉
派
と
〈
門
閥
〉
派
の
対
立
の
、
調
停
者
の
消
失
を
意
味
し
て
い
た
。
シ
ャ
ル
ル
八
世
の
南
下
以
後
の
イ
タ
リ
ア
の
政
情
に
お
い
て
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
内
政
の
混
乱
は
対
外
的
利
権
の
喪
失
に
直
結
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
既
に
メ
デ
ィ
チ
没
落
の
空
白
を
突
き
、
海
港
都
市
ピ
サ
が
独
立
を
宣
言
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
港
の
再
復
こ
そ
が
レ
パ
ン
ト
市
場
、
更
に
は
新
大
陸
市
場
と
の
接
続
に
よ
り
経
済
力
の
維
持
を
企
図
す
る
〈
門
閥
〉
層
に
と
り
、
焦
眉
の
急
と
な
っ
て
い
た
。
サ
ヴ
オ
ナ
ロ
ー
ラ
失
脚
の
余
欄
を
収
拾
し
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
府
が
着
手
し
た
政
策
も
ま
た
、
ピ
サ
再
復
を
目
指
す
軍
事
活
動
に
他
な
ら
な
い
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
府
は
こ
の
活
動
遂
行
の
た
め
パ
オ
ロ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
リ
の
傭
兵
隊
（
一
四
九
九
年
）
や
、
フ
ラ
ン
ス
王
よ
り
貸
与
さ
れ
た
ス
イ
ス
傭
兵
二
五
○
○
年
）
を
投
入
し
た
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
府
の
脆
弱
性
か
ら
軍
の
士
気
は
著
し
く
低
調
で
、
ピ
サ
再
復
作
戦
は
所
期
の
成
果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
作
戦
の
失
敗
に
よ
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
府
は
、
傭
兵
一
雇
用
の
た
め
巨
額
の
支
出
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
財
政
破
綻
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
。
戦
費
に
加
え
て
盟
主
国
フ
ラ
ン
ス
へ
の
貢
納
金
も
加
わ
っ
て
、
政
府
支
出
は
年
間
の
租
税
収
入
を
遙
か
に
上
回
る
も
の
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
場
合
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
で
フ
し
犯
〃
・
〆
ツ
Ｌ
は
、
富
裕
層
を
対
象
と
し
た
〈
強
制
国
債
〉
が
発
行
さ
れ
、
各
年
度
の
租
税
収
入
の
う
ち
か
ら
こ
の
債
券
に
対
す
る
利
払
い
が
行
わ
れ
る
。
実
は
こ
の
よ
う
な
財
政
構
造
こ
そ
が
一
四
世
紀
末
以
来
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
、
財
政
的
寡
水
が
Ｍ
頭
政
の
淵
源
で
あ
っ
た
訳
だ
が
、
「
大
評
議
会
」
に
陣
取
る
〈
平
民
〉
に
政
四
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オ
ザ
プ
イ
イ
ー
サ
イ
ブ
Ｌ
ｘ
タ
ン
ツ
ェ
策
決
定
権
を
蟇
奪
さ
れ
た
〈
門
閥
〉
層
は
こ
｝
」
に
至
っ
て
、
〈
強
制
国
債
〉
へ
の
協
力
を
拒
絶
し
始
め
た
の
で
あ
る
（
ｐ
）
。
彼
ら
の
応
債
拒
絶
の
背
景
に
は
、
新
た
な
起
債
が
利
払
い
の
財
源
捻
出
の
た
め
新
た
な
課
税
を
必
要
と
が
小
Ｍ
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
か
か
る
新
た
な
課
税
案
が
〈
平
民
〉
に
牛
耳
ら
れ
る
「
大
評
議
会
」
に
お
い
て
、
否
決
さ
れ
る
の
が
明
白
だ
っ
た
こ
と
も
あ
る
。
不
平
と
憤
激
の
結
果
〈
門
閥
〉
連
は
ｌ
ベ
ル
ナ
ル
ド
・
ル
チ
ェ
ッ
ラ
イ
の
事
例
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
ｌ
租
税
の
滞
納
そ
の
他
の
手
段
に
よ
り
、
大
使
職
をはじめ政府要職の受諾を回避することさえ辞さなかった（別）。
オ
ザ
テ
ｆ
マ
ー
テ
ィ
ポ
ポ
Ｍ
｜方〈門閥〉方のこのような一一一一口動と相関－）て、〈平民〉方の前
者
に
対
す
る
不
信
や
疑
惑
も
ま
た
激
化
し
て
い
く
。
元
々
地
方
市
場
を
商
圏
と
す
る
彼
ら
は
、
海
港
ピ
サ
確
保
を
余
り
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
多
額
の
資
金
を
投
入
し
な
が
ら
ピ
サ
戦
争
が
一
向
に
進
捗
し
な
い
こ
と
に
つ
き
、
オ
ソ
ド
ア
ー
マ
ー
．
》
ｆ
〈
門
閥
〉
が
多
数
を
’
占
め
る
「
国
防
一
○
人
委
員
会
」
の
無
能
に
対
し
非
難
ボ
氷
Ｍ
を
強
め
て
い
た
。
更
に
一
部
の
〈
平
民
〉
は
、
国
防
一
○
人
委
員
が
戦
争
を
遷
延
し
続
け
て
い
る
の
は
、
か
か
る
遷
延
に
よ
り
傭
兵
軍
団
を
絶
え
ず
オ
ゾ
テ
ー
》
・
’
ザ
ｆ
〈
門
閥
〉
の
手
中
に
置
き
、
時
至
れ
ば
一
」
の
軍
事
力
を
以
て
、
反
「
大
評
議
会
」
的
ク
ー
デ
タ
ー
を
敢
行
し
よ
う
と
企
て
て
い
る
た
め
だ
と
確
信
し
て
い
た
（
Ⅲ
）
。
こ
の
時
点
よ
り
少
し
後
一
五
○
二
年
の
ピ
サ
戦
争
の
形
勢
に
関
する、「［ピサ再復の］このような企ては、《貴人》（写言昌）連に
は
面
白
か
ら
ぬ
も
の
で
あ
っ
た
。
な
ん
と
な
れ
ば
こ
の
作
戦
が
成
功
し
、
ピ
サ
人
ど
も
の
窮
状
が
彼
ら
に
効
力
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
我
ら
の
都
の
勢
威
は
騰
が
り
、
現
政
府
は
安
定
を
享
受
し
よ
う
も
の
の
、
こ
の
安
定
こ
そ
が
《
貴
人
》
連
の
意
志
に
、
最
も
反
す
る
も
の
だ
か
ら
だ
」
と
い
う
、
ホ
ボ
ｕ
オ
ッ
テ
ィ
マ
ー
テ
ｆ
〈平民〉派年代記作家ピエロ・パレンティの一一一一口は、彼らの〈門閥〉
に
対
す
る
疑
念
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ
る
（
皿
）
。
両
党
派
の
疑
心
暗
鬼
ボ
が
ｍ
は政局の運営を益々困難に１－）た。〈平民〉派が牛耳る「大評議会」
オ
ヅ
テ
ｆ
〉
－
．
７
イ
ポ
ボ
川
に
悪
意
を
抱
く
〈
門
閥
〉
派
の
予
審
機
関
「
８
０
人
評
議
会
」
は
、
〈
平
民
〉
派
が
支
持
す
る
法
案
を
却
下
し
、
「
大
評
議
会
」
側
は
「
大
評
議
会
」
側
で
、
オ
ヅ
丁
ィ
・
》
Ｉ
ケ
イ
「
八
○
人
評
議
会
」
を
通
過
し
た
親
〈
門
閥
〉
派
的
法
案
、
な
か
ん
ず
く
ピ
サ
戦
争
続
行
資
金
を
調
達
す
る
た
め
の
新
租
税
案
を
、
こ
と
ご
と
く
否
決
し
た
。
両
議
会
の
議
決
定
数
が
出
席
者
の
三
分
の
一
一
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
、
両
派
が
こ
う
し
た
戦
術
を
と
る
こ
と
を
益
々
容
易
た
ら
し
め
た
（
四
）
。
こ
う
し
た
葛
藤
の
帰
結
が
一
四
九
九
年
五
月
に
生
じ
た
、
「
大
評
議
会
」
に
よ
る
「
国
防
一
○
人
委
員
」
指
名
の
拒
絶
事
件
で
あ
っ
た
。
先
に
述
べ
た
ボ
が
Ｍ
如少く、〈平民〉派はピサ戦争の不首尾は、〈門閥〉出身者の指定席
小
小
皿
で
あ
る
「
国
防
一
○
人
委
員
会
」
が
、
〈
平
民
〉
派
政
府
の
威
信
を
失
墜
さ
せるめため、「悪ければ悪い程良い」（《国昌・己の脂、】・白日・】］「］の、一］・》）
と
い
う
基
準
に
従
い
行
動
し
た
結
果
だ
と
信
じ
、
そ
の
戦
争
指
導
に
不
信
任
を
突
き
つ
け
た
の
だ
（
別
）
。
’
五
○
○
年
九
月
に
至
り
「
大
評
議
会
」
は
よ
う
や
く
「
国
防
一
○
人
委
員
会
」
の
新
委
員
を
指
名
し
た
。
だ
が
そ
の
時
この委員会は、従来有した独自の財源処分権（冨一毎）を剥奪されたば
か
り
か
、
傭
兵
隊
長
の
選
任
権
、
軍
監
の
指
名
権
、
外
国
勢
力
と
の
交
渉
権
な
ど
そ
の
特
権
の
大
半
を
、
「
大
評
議
会
」
に
よ
り
監
督
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
（
西
）
。
こ
う
し
た
改
変
が
「
国
防
一
○
人
委
員
」
職
を
、
高
オ
や
ヤ
１
秒
・
Ｉ
７
ｆ
い
教
育
と
識
見
を
持
つ
自
分
た
ち
固
有
の
官
位
と
自
負
す
る
〈
門
閥
〉
派
の
人
々
に
、
屈
辱
感
を
与
え
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
Ⅲ
政
体
改
革
論
議
と
終
身
大
統
領
制
の
成
立
国
政
の
麻
庫
状
態
は
早
く
か
ら
感
得
さ
れ
、
解
決
の
途
が
探
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
改
革
が
不
可
避
と
目
さ
れ
る
に
は
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ジ
ア
の
勢
力
拡
大
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
教
皇
ア
レ
ク
サ
ン
デ
ル
六
世
の
庶
子
チ
ェ
ー
ザ
レ
は
、
ル
イ
１
２
世
の
支
援
の
も
と
一
五
○
○
年
末
ペ
ー
ザ
ロ
、
リ
ミ
ニ
等
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
諸
都
市
を
征
服
。
’
五
○
一
年
に
は
、
ア
ペ
ニ
ン
山
中
の
フ
ァ
エ
ン
ッ
ァ
を
攻
略
し
た
。
そ
の
後
彼
は
進
軍
を
止
め
る
こ
と
な
く
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
郊
外
フ
ィ
レ
ン
ッ
オ
ラ
を
略
奪
し
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
市
民
を
パ
ニ
ッ
ク
状
態
に
陥
れ
る
。
こ
こ
に
一
つ
の
興
味
深
い
事
実
が
浮
上
し
て
く
る
。
彼
と
の
交
渉
の
た
め
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
府
は
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
五
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一
一
等
よ
り
な
る
使
節
団
を
そ
の
本
陣
に
派
遣
し
た
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
民
衆政体の脆弱性を軽侮するチェーザレは、「大評議会」の権限削
減による寡頭政体の樹立を彼らに提案したのである（刈）。
ｗ
秒
矛
－
〉
Ｉ
ゲ
イ
提案がソデリーーーら使節となった〈門閥〉派党人の関心を呼ん
ポ
ボ
Ｗ
オ
ゾ
テ
ｆ
〉
Ｉ
ヤ
ｆ
だ
の
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。
他
方
そ
れ
は
く
平
民
〉
派
に
は
〈
門
閥
〉
派
が
チ
ェ
ー
ザ
レ
の
武
力
を
笠
に
、
国
制
を
強
引
に
改
変
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
とと映った（刀）。ベルナルド・ルチェッライ、ロレンッオ・デイ・
ピ
エ
ロ
フ
ラ
ン
チ
エ
ス
コ
・
デ
・
メ
デ
イ
チ
、
ア
ル
フ
オ
ン
ソ
・
ス
ト
ロ
ッ
ボ
ホ
ロ
ッ
ィ
等
が
〈
平
民
〉
派
の
攻
撃
の
的
と
さ
れ
て
い
る
。
自
衛
的
反
動
か
ら
有
オ
ッ
テ
Ｉ
マ
ー
チ
イ
カ
な
く
門
閥
〉
を
中
心
に
、
政
府
改
革
の
具
体
的
青
写
真
が
ｌ
か
っ
て
の
ピ
エ
ロ
・
カ
ッ
ポ
ー
ニ
の
国
政
改
革
案
を
原
案
に
ｌ
形
作
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
た
の
が
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
バ
テ
ィ
ス
タ
・
リ
ド
ル
フ
イ
で
あ
り
、
オ
ザ
サ
イ
イ
ー
テ
↑
彼
を
含
め
一
一
一
名
の
〈
門
閥
〉
要
人
が
そ
の
談
合
に
関
与
し
た
（
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
ニ
も
ヤ
コ
ポ
・
サ
ル
ヴ
ィ
ア
ー
テ
イ
も
そ
こ
に
含
ま
れ
る
）
と
ボ
が
Ｍ
〈平民〉派年代記作家パレンティは伝えている（班）。リドルフイ
は
、
「
暗
愚
で
あ
ろ
う
と
聡
明
で
あ
ろ
う
と
」
あ
ら
ゆ
る
市
民
を
被
選
可
能
と
す
る
官
職
選
挙
シ
ス
テ
ム
こ
そ
が
、
一
四
九
四
年
以
降
の
民
衆
政
権
の
非
効
率
性
の
根
源
に
あ
る
と
し
、
国
家
財
政
の
監
督
権
を
「
大
評
議
会
」
か
ら
剥
奪
し
て
、
「
八
○
人
評
議
会
」
の
専
管
事
項
へ
移
管
す
る
こ
と
を
、
改
革
プ
予
子
イ
ケ
問題を討議する「諮問会」において主張する。パレンテイも｝」れ
オ
ヅ
サ
ィ
マ
ー
テ
Ｉ
と符節を合わせるように〈門閥〉派による、メープィチ時代に類似
した一一○～三○名の要人による権力中枢の形成や、新設さるべき
「二○○人評議会」への大評議会の権限の吸収といった、諸構想
につき証言を残している（汐）。
シ
一
一
訂
リ
γ
改
革
討
議
の
た
め
「
内
閣
」
は
、
幾
度
か
の
「
諮
問
会
」
の
開
催
を
招
請
し
た
。
こ
の
「
諮
問
会
」
は
国
制
上
の
機
関
で
は
な
か
っ
た
が
、
ギ
ル
バ
ー
ト
の
説
く
如
く
政
策
決
定
機
関
に
自
身
の
提
案
に
関
す
る
市
民
達
の
反
応
を
吟
味
す
る
手
段
を
与
え
、
ま
た
市
民
達
に
彼
ら
の
意
見
を
表
明
す
る
こ
と
を
許
す
と
い
う
、
重
要
な
効
果
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
間
に
も
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
を
め
ぐ
る
対
外
的
情
勢
は
、
加
速
度
的
に
悪
化
し
て
い
た
。
１
５
０
２
年
春
ピ
サ
戦
線
の
再
開
は
、
成
果
を
上
げ
得
ぬ
ま
ま
財
政
負
担
を
加
重
し
、
ひ
い
て
は
内
政
上
の
党
派
対
立
を
激
化
さ
せ
て
し
ま
っ
た
。
他
方
電
撃
的
に
ウ
ル
ビ
１
ノ
公
国
を
占
領
し
、
そ
の
下
に
駆
け
つ
け
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ソ
デ
リ
ー
ニ
（
ピ
エ
ロ
の
弟
）
等
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
使
節
団
に
、
「
私
は
こ
の
政
府
が
嫌
い
だ
、
信
用
で
き
な
い
。
そ
れ
を
変
更
し
、
私
に
対
す
る
安
全
保
障
を
約
束
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
」
と
放
言
し
た
チ
ェ
ー
ザ
レ
は
、
部
下
の
ヴ
ッ
テ
ロ
ッ
ッ
オ
・
ヴ
ィ
ッ
テ
リ
を
使
唯
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
勢
力
圏
の
重
要
都
市
ア
レ
ッ
ッ
オ
の
、
更
に
は
キ
ア
ナ
渓
谷
の
小
共
同
体
の
反
乱
を
煽
動
した（列）。事ここに至ってはフィレンツェ内の対立する両派も、
都
市
自
体
の
存
続
の
た
め
、
政
体
強
化
の
向
け
何
ら
か
の
改
革
が
不
可
避
で
あ
る
こ
と
を
、
悟
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
１
５
０
１
年
、
「
都
市
の
良
き
１
秒
ゾ
イ
》
・
－
丁
１
統
治
の
た
め
何
が
な
さ
れ
る
べ
き
か
」
を
論
ず
べ
く
、
３
０
人
の
〈
門
閥
〉
要
人
を
対
象
に
招
集
さ
れ
た
「
諮
問
会
」
に
お
い
て
、
大
評
議
会
に
お
け
る
可
決
票
数
を
二
分
の
一
に
引
き
下
げ
る
提
案
に
加
え
、
先
に
触
れ
た
如
く
租
税
立
法
を
取
り
扱
う
２
０
０
人
の
終
身
議
員
よ
り
な
る
、
評
議
会
の
設
立
が
提
起
さ
れ
た
。
だ
が
定
員
中
９
０
名
が
門
閥
勢
家
よ
り
選
出
さ
れ
、
ま
た
前
任
の
大
統
領
、
前
任
の
国
防
一
○
人
委
員
、
前
任
の
大
使
職
を
も
加
え
る
貴
族
派
的
色
彩
が
濃
厚
な
そ
の
構
成
は
、
「
大
評
議
会
」
に
お
い
て
支
持
さ
れ
得
べ
き
も
の
で
は
な
か
っ
た
（
弧
）
。
シ
ヱ
班
リ
γ
一年後の一五○一｜年正月万策尽き果てた「内閣」は、時局の打
プ
〃
子
イ
ケ
プ
ラ
ケ
１
ケ
開
の
た
め
再
度
「
諮
問
会
」
の
招
集
を
行
う
。
元
来
「
諮
問
会
」
の
列
席
者
オ
ッ
ケ
↑
》
、
１
７
１
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
界
に
多
大
な
影
響
力
を
持
つ
、
〈
門
閥
〉
要
人
に
限
ら
プ
や
γ
１
ケ
れるものであったが、一」の時の「諮問会」には情勢の逼迫に鑑み、
シ
ニ
刈
り
γ
資
格
を
持
た
な
い
多
数
の
市
民
が
参
集
し
た
。
「
内
閣
」
に
よ
り
改
革
審
議
の
小
委
員
会
が
指
名
さ
れ
、
租
税
問
題
を
専
門
に
所
轄
す
る
新
評
議
会
の
設
立
が
検
討
さ
れ
た
。
サ
ン
タ
・
ク
ロ
ー
チ
ェ
区
の
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ぺ
Ｉ
六
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ピの提案に沿った改革素案によれば、評議会は一一一年任期の三○○
～
四
○
○
名
の
議
員
よ
り
な
り
、
「
国
防
一
○
人
委
員
会
」
委
員
の
選
任
権
を
通
じ
て
外
交
・
防
衛
政
策
に
も
影
響
力
を
持
つ
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
の
提
寸
ア
ア
ｆ
マ
ー
ア
Ｉ
案
が
日
の
目
を
見
る
に
至
ら
な
か
っ
た
最
大
の
原
因
は
、
〈
門
閥
〉
層
の
反
オ
や
γ
ｆ
〉
Ｉ
ア
ー
対にある。一一一○○～四○○人という頭数は〈門閥〉派にとって、
彼
ら
が
評
議
会
の
主
導
権
を
握
る
た
め
に
は
、
過
大
に
過
ぎ
る
も
の
と
目
さ
れたのだのだ（犯）。だがアレッッオの反乱はフィレンツェ市民
の
全
体
に
、
政
府
の
建
て
直
し
を
焦
眉
の
急
と
悟
ら
せ
る
に
充
分
な
衝
撃
と
なった。
一
五
○
二
年
八
月
事
態
は
急
展
開
を
見
せ
る
。
「
大
評
議
会
」
の
上
に
立
つ特別評議会の設置という方策によって、相互の妥協の道を見出
す
方
途
を
見
失
っ
た
貴
族
／
平
民
両
党
派
は
、
時
局
打
開
の
道
を
、
従
来
と
シ
一
一
曲
り
γ
は
全
く
異
な
る
方
向
に
見
出
そ
う
と
し
た
。
そ
れ
は
「
内
閣
」
の
議
長
に
し
て国家の元首職たる、大統領（「正義の旗手」○・口重・己：）の権
威と権限を強化するという一手に他ならない。改革問題を討議す
る
た
め
七
月
二
日
に
招
集
さ
れ
た
（
如
何
に
し
て
「
都
市
を
良
く
整
備
し
、
プ
ラ
了
Ｉ
ウ
プ
・
ザ
、
丁
１
ケ
良
き
統
治
を
導
入
す
る
か
」
）
「
諮
問
会
」
は
、
「
諮
問
会
」
と
い
う
名
称
を
と
り
つ
つ
も
、
参
集
し
た
市
民
そ
の
数
二
○
○
○
名
と
い
う
パ
レ
ン
テ
ィ
の言に信を置けば、「大評議会」に他ならない。記録によればセ
ゾ
サ
ケ
－
ヶ
月一一一日の「諮問会」においてアントーーオ・ベニヴェーーーは「’六
コ
シ
ソ
Ｔ
Ｍ
ニ
ユ
し
人旗手会議」を代表し、一一一年任期の〈大統領〉職の選出を提案し
た
。
先
に
も
登
場
し
た
フ
ラ
ン
チ
ェ
ス
コ
・
ペ
ー
ピ
は
七
年
任
期
の
。
シ
プ
γ
四
ニ
エ
し
〈大統領〉職を、「’’一人賢人会議」代表ピエロ・アルティンゲッ
ド
カ
ー
ザ
Ｌ
リや「国防一○人委員会」代表一一ツコロ・ゾービは一人の〈統領〉
即
ち
終
身
制
の
元
首
の
任
命
を
主
張
。
七
月
五
日
の
小
委
員
会
で
サ
ン
・
ス
ゴ
。
》
ア
ァ
肋
二
エ
レ
ピ
リ
ト
区
代
表
は
、
任
期
五
年
の
〈
大
統
領
〉
職
案
に
好
意
を
示
し
た
。
ゴ
ン
フ
ァ
ｗ
二
エ
レ
〈
大
統
領
〉
位
の
権
威
強
化
と
い
う
提
案
の
急
浮
上
は
、
国
政
改
革
を
め
ポ
ボ
ｗ
ぐ
っ
て
「
大
評
議
会
」
の
権
限
に
固
執
す
る
〈
平
民
〉
派
と
、
一
種
の
元
老
才
切
７
１
や
。
－
ゾ
ー
院
と
し
て
の
新
評
議
会
の
設
立
を
目
指
す
〈
門
閥
〉
派
の
間
の
意
見
調
整
が
、
暗礁に乗り上げてしまったことを示唆している。国家存亡の危機
を
前
に
両
派
は
、
互
い
に
譲
歩
し
う
る
起
死
回
生
の
妙
案
と
し
て
、
ゴ
・
》
プ
ア
Ｍ
二
ふ
し
〈大統領〉権威の強化案に飛びついたのだ（兜）。
従
来
「
大
評
議
会
」
を
通
じ
政
局
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
く
平
民
〉
派
フ
リ
オ
－
し
に
と
り
、
終
身
任
期
を
除
き
他
の
〈
参
議
〉
に
対
し
独
自
の
権
限
を
ほ
と
ん
ゴ
と
う
了
叩
ニ
ユ
Ｌ
ど有さぬ〈大統領〉の存在は、彼ニーヮの勢力の脅威とは目されな
か
っ
た
。
ま
た
「
こ
れ
が
私
的
統
領
の
下
で
生
活
す
る
の
に
慣
れ
親
し
ん
だ
こ
の
都
市
に
、
公
的
統
領
を
与
え
よ
う
と
望
ん
だ
、
イ
ェ
ロ
ニ
ー
モ
修
道
士
の
計
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
、
全
く
影
響
な
か
っ
た
と
は
申
さ
れ
な
い
」
と
パ
レンティが記す如く、平民派の精神的導師サヴオナロー‐ラが「大
評議会」の場合と同様に「ヴェネッィアの神話」の影響下、〈統領〉
可
ン
７
．
γ
Ⅶ
ニ
ユ
し
、という存在の必要性を語っていたという巷説も、〈大統領〉の権
限強化という案を彼らにとり受け入れ易いものとしていた（料）。
他
方
〈
門
閥
〉
派
人
士
に
と
っ
て
も
、
彼
ら
が
望
む
元
老
院
と
し
て
の
＃
ヅ
ャ
・
１
》
・
Ｉ
Ｔ
ｌ
〈制限された〉特別評議会という案が実現－）ない以上、〈門閥〉
ゴ
レ
フ
Ｔ
Ｍ
ニ
ユ
し
層
か
ら
選
出
さ
れ
る
〈
大
統
領
〉
の
権
限
強
化
は
、
彼
ら
の
勢
力
拡
大
を
招
来
す
る
次
善
の
策
と
考
え
ら
れ
た
（
お
）
。プ
ワ
７
－
Ｌ
Ｐ
と
も
あ
れ
両
派
の
同
床
異
夢
を
通
じ
「
諮
問
会
」
の
審
議
の
方
向
性
は
、
ゴ
レ
〃
ア
Ｍ
｛
》
ユ
ニ
レ
〈
大
統
領
〉
権
限
強
化
へ
と
次
第
に
収
散
す
る
。
「
よ
り
良
き
国
制
を
創
り
出
さ
な
け
れ
ば
、
都
市
は
そ
の
終
焉
を
迎
え
る
他
は
無
い
と
い
う
こ
と
を
、
自
覚
す
る
よ
う
な
っ
た
両
派
の
市
民
達
は
、
何
ら
か
の
国
政
改
革
を
よ
り
受
け入れやすくなっていた」（グィッチャルディーーー）のである（茄）。
だ
が
そ
の
任
期
の
問
題
に
つ
き
甲
論
乙
駁
し
て
い
た
状
況
が
、
何
故
突
然
終
身大統領（○・二註一・己の『：ご言）の選出へと飛躍したのか、先立つ史
料
が
失
わ
れ
て
い
る
た
め
経
緯
を
窺
い
知
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
わ
ず
か
に
パ
レ
ン
テ
ィ
の
「
公
に
反
対
を
蒙
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
ま
た
実
質
を
骨
抜
き
に
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、
〈
内
閣
〉
と
〈
参
議
会
〉
の
七
石黒盛久：「君主論』と１６世紀初頭フィレンツェの党派政治 1２５
｜
部
の
み
が
内
々
に
〈
政
令
〉
を
検
討
し
、
そ
の
他
の
諮
問
に
も
か
け
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
を
実
行
に
移
し
た
。
こ
の
よ
う
な
秘
密
主
義
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
徐
々
に
計
画
的
に
作
成
さ
れ
、
提
案
さ
れ
た
こ
の
〈
政
令
〉
は
、
あ
ら
ゆ
る
審
級
の
評
定
で
承
認
さ
れ
た
。
か
く
の
如
き
多
大
の
重
要
性
と
、
そ
れ
をめぐる見解の相違を伴った審議が承認され、粛々と実施された
ことは驚くべきことだ」という記述が、決定の陰謀性を物語って
い
る
の
み
で
あ
る
（
Ⅳ
）
。
驚くべきは終身大統領制導入決定過程の不透明性に留まらない。
その選出システムは大方次のようなものであった。〈大評議会〉
議員各自それぞれが候補者を指名する権利をもち、続いてこうし
て挙げられた候補者が投票にかけられ、全議員の過半数の承認を
得た候補者が、第二回投票へと駒を進める。第二回投票以後、同
じ手続きが繰り返され、最後に残った人物がこの職位を占める。
こ
の
概
略
か
ら
予
想
さ
れ
る
如
く
、
二
○
○
○
余
に
の
ぼ
る
全
議
員
の
意
志
を
、
一
つ
の
方
向
に
収
散
さ
せ
る
候
補
者
を
得
る
こ
と
は
、
極
め
て
困
難
な
はずであった。だが現実には僅か一一回の投票により九月二一一日、
職位被選者が確定するに至った。更に言えば選出の場が〈大評議
氷
ボ
汕
会
〉
即
ち
〈
平
民
〉
派
の
牙
城
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
し
て
ま
た
〈平民〉派がジョアッキーノ・グァスコーーーという候補者を擁し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ジ
ョ
ア
ッ
キ
ー
ノ
・
グ
ァ
ス
コ
ー
ニ
ア
ン
ト
ニオ・マレゴネッリそしてピエロ・ソデリー一一の一一一名のうち、そ
の
出
自
経
歴
か
ら
言
っ
て
明
ら
か
に
〈
門
閥
〉
派
に
属
す
る
人
物
で
あ
る
ピ
エロ・ソデリー一一が第一一回投票で、一一一分の二の多数を占めること
に
よ
り
、
当
選
を
決
め
た
こ
と
も
奇
妙
と
言
う
他
は
な
い
。
「
我
が
都
に
お
い
て
か
よ
う
な
新
儀
が
、
そ
れ
に
先
立
つ
慎
重
な
討
議
も
な
く
、
か
く
の
如
く早々と承認されることなど、例のない驚くべきことだ」という
パレンティの発一一一一口に、同時代人の事件に対する困惑が垣間見える
（犯）。
概
説
的
書
物
に
お
い
て
は
〈
門
閥
〉
層
に
属
し
な
が
ら
、
〈
平
民
〉
派
に
共
感
を
持
つ
人
物
と
い
う
彼
に
対
す
る
世
評
を
、
ま
た
彼
が
「
跡
継
を
有
し
て
い
な
い
」
こ
と
を
以
て
、
大
統
領
位
の
世
襲
化
が
回
避
し
う
る
こ
と
を
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
選
出
の
要
因
と
す
る
が
、
当
代
の
様
々
な
史
料
は
こ
う
し
た
通
俗
的
ソ
デ
リ
ー
ニ
像
と
は
異
な
る
、
彼
の
別
の
側
面
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
ソ
デ
リ
ー
ニ
家
は
一
三
世
紀
以
来
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
治
・
経
済
生
活
に
お
い
て
、
傑
出
し
た
地
位
を
占
め
続
け
た
家
系
で
あ
っ
て
、
中
で
も
ピ
エ
ロ
の
父
ト
マ
ー
ゾ
は
そ
の
濃
厚
な
閨
閥
関
係
も
手
伝
い
、
メ
デ
ィ
チ
党
の
重
鎮
と
し
て
の
地
位
を
占
め
た
。
パ
レ
ン
テ
ィ
は
そ
の
『
歴
史
』
の
一
五
○
○
年
九
月
の
条
に
ピ
エ
ロ
を
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
権
を
専
断
す
る
四
人
の
ク
フ
シ
－
７
ｆ
首
領
の
一
人
と
し
て
描
き
出
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
以
前
〈
権
門
〉
に
対
す
水
水
Ｍ
るく平民〉からの〈騒乱〉（でｏ－－Ｎ－の）が企てられた折彼はその標的と
さ
れ
た
し
、
一
五
○
｜
年
三
月
彼
が
一
一
ヶ
月
任
期
の
大
統
領
に
就
任
し
た
際
が
が
叩
に
も
、
〈
平
民
〉
側
に
よ
る
〈
騒
乱
〉
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
更
に
付
け
加
え
れ
ば
彼
の
終
身
大
統
領
選
出
の
直
前
一
五
○
二
年
の
七
月
の
段
階
に
お
い
が
が
価
て
も
、
そ
の
邸
宅
の
壁
に
〈
平
民
〉
派
の
手
で
、
《
処
刑
台
》
の
落
書
き
が
氷
小
皿
書
き
込
ま
れ
て
さ
え
い
る
。
つ
ま
り
彼
は
〈
平
民
〉
派
の
、
最
も
憎
む
べ
き
敵
の
一
人
で
あ
っ
た
は
ず
な
の
で
あ
る
（
刃
）
。
ソ
デ
リ
ー
ニ
の
大
統
領
選
出
と
い
う
歴
史
的
事
実
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
、
研
究
者
間
で
も
見
解
の
相
違
が
あ
る
。
ソ
デ
リ
ー
ニ
研
究
の
第
一
人
者
ロ
ス
リ
ン
・
・
ヘ
ス
マ
ン
・
ク
ー
パ
ー
は
終
身
大
統
領
位
の
創
設
が
、
オ
ザ
ヤ
イ
マ
ー
ア
ィ
〈
門
閥
〉
層
に
よ
り
暖
め
ら
れ
て
き
た
《
元
老
院
》
設
立
計
画
を
阻
止
し
、
〈
大
評
議
会
〉
体
制
を
維
持
し
た
こ
と
を
以
て
、
こ
の
事
件
を
〈
平
民
〉
党
派
の
勝
利
と
と
ら
え
た
（
側
）
。
他
方
セ
ル
ジ
ョ
・
ベ
ル
テ
ッ
リ
は
終
身
大
統
領
位
の
創
設
が
、
従
来
の
大
評
議
会
体
制
に
風
穴
を
あ
け
寡
頭
主
義
的
改
革
を
前
進
せ
し
め
た
く
門
閥
〉
層
の
手
腕
を
、
つ
ま
り
は
彼
ら
の
政
治
的
勝
利
を
意
味
す
る
も
の
だ
と
解
釈
す
る
（
則
）
。
だ
が
究
極
の
勝
利
者
は
オ
ブ
Ｔ
Ｉ
〉
・
Ｉ
ア
イ
小
水
畑
〈
門
閥
〉
で
も
、
〈
平
民
〉
で
も
な
く
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
〈
国
家
〉
自
体
だ
っ
八
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た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
リ
ッ
カ
ル
ド
・
フ
ピ
ー
ニ
が
精
繊
に
論
じ
た
如
く、’三七八年のチオンピの乱の挫折から一五一一一一一年の共和国の
解体までのフィレンツェ国制史はこれを、諸団体の利害の調整に
コ
ー
ポ
ラ
サ
ィ
ズ
ム
基づく組合主義国家の超克の過程と把握する一」とが出来る。そし
てこの超克はメディチ体制における〈門閥〉勢力による〈元老院〉
的
中
枢
機
関
の
創
出
（
二
○
○
人
評
議
会
か
ら
七
○
人
評
議
会
へ
の
漸
次
的
展開による体制の担い手の精選）として具体化されるが、それと
同
時
に
〈
平
民
〉
勢
力
の
同
家
に
対
す
る
支
持
を
背
景
と
す
る
、
メ
デ
ィ
チ
カ
Ｉ
水
家自身による〈元首〉位の創出という方向によっても追求された。
グイッチャルデイーーーによれば、統治の司令塔形成を目指すこう
し
た
両
党
派
の
政
治
的
ベ
ク
ト
ル
の
交
差
点
上
に
、
ロ
レ
ン
ッ
ォ
豪
華
公
は
そ
の
最
晩
年
、
終
身
大
統
領
に
就
任
す
る
計
画
を
抱
い
て
い
た
と
い
う
。
フ
ピ
ー
ニ
は
そ
の
論
文
に
お
い
て
豪
華
公
の
こ
の
構
想
と
、
’
五
○
二
年
創
設
さ
れ
た
終
身
大
統
領
位
と
の
制
度
的
継
承
関
係
に
つ
き
注
意
を
喚
起
す
る
（岨）。サヴオナローラが「この都市に、公的統領を与えようと
望
ん
だ
」
と
い
う
パ
レ
ン
テ
ィ
の
証
言
も
、
「
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
は
統
領
な
し
で
は
済
ま
な
い
」
と
い
う
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
見
解
も
、
同
時
代
人
の
か
Ｉ
ボ
〈元首〉創出へと向かうかかる長期的過程に対する自覚を示すも
のと言えるだろう（岨）。
Ⅳ
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
ニ
と
ル
ネ
サ
ン
ス
君
主
へ
の
途
〈元首〉を不可欠とするフィレンツェ政治力学と具体的政治家
が
交
差
す
る
時
、
君
主
独
裁
体
制
の
可
能
性
が
浮
上
し
て
く
る
。
だ
が
政
治
力
学
上
の
こ
の
必
然
を
踏
ま
え
つ
つ
、
終
身
大
統
領
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
一
一
という一個人が具体的状況のなかで、第一節に示した如き独裁〈君
主
〉
へ
と
突
き
進
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
如
何
な
る
事
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
本来彼は〈大評議会〉体制を容認しつつ、その寡頭主義的改革
を
通
じ
て
〈
門
閥
〉
層
の
政
治
的
主
導
権
の
確
立
を
目
指
す
、
〈
門
閥
〉
層
主流穏健グループの一員であった。そして終身大統領就任にあた
り彼らの代表として、この方向に向かう改革の推進を期待された。
だがその後の彼の言動は従来の立場からすれば、政治的反転とい
う他はなく、「ソデリーニは〈大衆〉（巨三くの『重の）に好意を示すこと
だけによって、多大なる信頼をかちえることに成功した。〈大衆〉
（己。三己曰の）は彼のことを都市の自由に献身する人物と目したので
ある」というマキアヴェッリの叙述に窺えるように、明らかに親
ポ
赤
Ｗ
〈平民〉派的、親〈大評議会〉的方向にその舵を切るものであっ
た（“）。この事情に関し彼の内心を示す史料は何もない。だが
〈門閥〉派が、彼らの改革計画を推進するいわば〈木馬〉として
送り込んだにもかかわらず、同輩中から彼らを凌ぐ栄誉と権限を
有
す
る
者
を
頂
く
に
至
っ
た
事
実
は
、
ク
ー
パ
ー
も
示
唆
す
る
よ
う
に
〈
門
閥〉層内部に、ソデリーニに対する激しい嫉妬と懸念を呼び起こ
した（妬）。他方ソデリーニからすれば同輩のこうした嫉妬や妨
害を前に、政権維持のため〈平民〉派との連携に押し出されるこ
と
と
な
る
。
ソ
デ
リ
ー
ニ
が
就
任
直
後
早
く
も
自
衛
策
を
講
じ
て
い
た
こ
と
は
、
姪
の
一
人
を
有
力
門
閥
ノ
ー
ビ
リ
家
の
一
員
に
、
い
ま
一
人
を
ア
レ
ッ
サンドリ家に輿入れするよう差配したことからも推測される（妬）。
政略結婚の差配に加え終身大統領ソデリーーーは、フィレンツェ内
外における自身の政治的地位を飛躍させるいま一つの手を打った。
即ち一五○一一一年、ヴオルテッラの司教として僧職にあった弟フラ
ンチェスコを、ローマ聖座の枢機卿に登せることに成功したのだ
（〃）。
こ
れ
は
ロ
レ
ン
ッ
オ
豪
華
公
が
そ
の
晩
年
、
次
男
ジ
ョ
バ
ン
ニ
を
枢
機
卿
と
し
て
聖
座
に
送
り
込
ん
だ
先
例
に
倣
っ
た
も
の
で
あ
る
。
筆
者
が
別
の
論
考
に
お
い
て
指
摘
し
た
よ
う
に
、
聖
座
に
お
け
る
代
弁
者
と
し
て
家
門
の
一
員
を
送
り
込
む
と
い
う
豪
華
公
の
政
策
は
、
君
主
化
し
た
イ
タ
リ
ア
各
国
の
支
配
家
系
に
常
に
認
め
ら
れ
た
特
権
で
あ
り
、
メ
デ
ィ
チ
家
が
フ
ィ
レ
ン
九
石黒盛久：『君主論』と１６世紀初頭フィレンツェの党派政治 1２３
ツェ諸門閥の「同等者中の第一人者」（已曰居亘①『宮『①の）であるこ
とを越えた存在へと変質する、決定的な一歩となった出来事に他
な
ら
な
い
（
組
）
。
｜
族
か
ら
枢
機
卿
を
出
す
特
権
を
入
手
す
る
こ
と
に
よ
りソデリーー一家は、同様な立場で枢機卿を輩出させることに成功
したシエナのペトルッチ家と同様、共和国内において君主の立場
‐に手を掛けた家系としてその姿を現したのだ。このような「君主」
ソデリーーーの周辺にその庇護を受ける一群の政治家や文人の群れ
が、小宮廷を組織する兆しが見えたとセルジョ・ベルテッリは言
う（岨）。直属恩顧の者からなる小宮廷はロレンッオ豪華公の場
合にも認められるが、マキアヴェッリもソデリーニの小宮廷の一
員であったと考えられる。従来マキアヴェッリのソデリーニ体験
を
軽
視
す
る
研
究
傾
向
が
あ
っ
た
の
は
、
ク
ー
パ
ー
が
指
摘
す
る
よ
う
に
大
統
領
と
官
房
秘
書
官
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
関
係
が
、
「
比
較
的
孤
立
し
た
政
府
首
班
に
よ
る
、
そ
の
能
力
と
判
断
力
を
彼
が
評
価
し
、
体
制
へ
の
そ
の
忠
誠
心
を
彼
が
信
倍
す
る
公
吏
に
対
す
る
」
他
人
行
儀
な
も
の
と
思
わ
れ
た
か
らに他ならない（卯）。だが弟枢機卿とマキアヴェッリの関係は、
後
者
の
起
案
し
た
臣
民
徴
兵
章
案
へ
の
前
者
の
支
持
に
示
さ
れ
る
如
く
、
よ
パ
－
ゾ
サ
ル
リ
熱
気
を
帯
び
た
個
人
的
な
も
の
で
あ
っ
た
（
別
）
。
そ
し
て
グ
イ
ッ
チ
ャ
ルディーニの枢機卿評に窺える通り〈門閥〉連が恐れたのは、並
外れた知性と野心の持ち主であったソデリー一一枢機卿と、兄の秘
書官との連携だったに違いない（犯）。フビーーーによれば、ソデ
リ
ー
一
一
兄
弟
の
権
力
集
中
策
に
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
深
く
関
与
し
て
い
た
、
今一つの証拠がある。’五○七年ソデリー一一政権は従来よりのフ
ラ
ン
ス
と
の
同
盟
の
一
方
、
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
｜
世
と
の
接
触
を
試
み
は
じ
め
る
。
皇
帝
へ
の
使
者
の
任
を
担
っ
た
の
は
フ
ラ
ン
チェスコ・ヴェットーリであったが、ヴェットーリと政府を結ぶ
伝
令
は
他
な
ら
ぬ
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
だ
っ
た
。
皇
帝
へ
の
接
触
の
目
的
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
潜
在
的
主
権
者
と
し
て
の
皇
帝
に
、
ソ
デ
リ
ー
ー
ー
に
対
し
て
く
皇
帝
代
官
〉
の
地
位
を
授
与
さ
せ
る
こ
と
に
あ
っ
た
（
弱
）
。
内
政
面
に
お
け
る
権
力
集
中
策
と
、
外
政
面
に
お
け
る
普
遍
的
権
威
か
ら
の
爵
位
や
権
利
の
承
認
を
平
行
し
て
展
開
さ
せ
る
こ
と
も
ま
た
、
君
主
国
化
の
過
程
に
於
い
て
イ
タ
リ
ア
諸
公
家
が
実
践
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
後
の
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
と
コ
ジ
モ
｜
世
と
い
う
二
人
の
メ
デ
ィ
チ
君
主
の
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
に
対
す
る
苦
闘
も
ま
た
こ
こ
に
存
し
た
（
別
）
。
冒
頭
に
触
れ
た
よ
う
に
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
自
身
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
に
近
侍
し
た
日
々
を
そ
の
著
作
に
語
る
こ
と
が
異
様
な
ま
で
に
少
な
い
。
そ
れ
は
語
れ
な
い
の
で
は
な
く
、
失
脚
し
た
大
統
領
の
政
略
の
核
心
に
関
与
し
す
ぎ
た
た
め
、
語
る
こ
と
が
彼
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
。
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
復
帰
し
た
メ
デ
ィ
チ
家
は
、
ソ
デ
リ
ー
一
一
追
放
の
主
役
で
寸
秒
・
Ｔ
Ｉ
千
・
Ｉ
丁
ｒ
あ
っ
た
〈
門
閥
〉
層
、
な
か
ん
ず
く
国
政
改
革
問
題
に
関
し
て
彼
ら
を
一
裏
切
っ
た
ソ
デ
リ
ー
一
一
兄
弟
と
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
兄
弟
の
〈
操
り
人
形
〉
マ
キ
ア
ヴェッリを蛇蜴の如く忌み嫌った、アラマンノ・サルヴイアーテイ
や
ジ
ョ
バ
ン
ニ
・
リ
ド
ル
フ
ィ
と
協
調
し
つ
つ
政
局
を
運
営
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
先
に
論
じ
た
如
き
集
権
的
な
「
統
領
な
し
で
は
済
ま
さ
れ
な
い
」
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
体
の
構
造
力
学
を
論
じ
、
ソ
デ
リ
ー
ー
ー
が
占
め
た
力
学
上
の
位
置
を
、
メ
デ
ィ
チ
に
占
め
さ
せ
る
べ
く
献
策
す
る
に
は
、
巧
妙
な
修
辞
的
翰
晦
が
必
要
と
な
る
。
だ
が
彼
に
と
り
、
時
は
熟
し
つ
つ
あ
る
か
の
よ
う
に
思
わ
れ
た
。
保
守
的
な
政
治
思
想
の
持
ち
主
で
あ
る
叔
父
教
皇
レ
オ
’
○
世
の
庇
護
下
に
あ
っ
た
、
メ
デ
イ
チ
家
当
主
ロ
レ
ン
ッ
ォ
ニ
世
（
小
ロ
レ
ン
ッ
オ
）
が
次
第
に
精
神
的
に
成
熟
し
、
自
身
の
権
才
秒
ナ
ー
マ
ー
テ
イ
カ
基
盤
を
強
化
す
べ
く
〈
門
閥
〉
連
と
葛
藤
関
係
に
入
り
は
じ
め
た
の
で
あ
る
（
弱
）
。
『
君
主
論
」
は
ロ
レ
ン
ッ
オ
ニ
世
に
捧
げ
ら
れ
た
。
だ
が
そ
れ
は
従
来
解
釈
さ
れ
た
よ
う
に
、
た
ま
さ
か
権
力
の
座
に
あ
る
者
に
捧
げ
ら
れ
た、就職論文なのではない。それは正に、ソデリー一一が担った歴
史
上
の
課
題
を
担
い
う
る
立
場
と
資
質
を
備
え
る
、
特
定
の
人
物
に
狙
い
を
絞った勧説（田昌。旨き）なのである。
一
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改
革
者
と
立
法
者
一
『
君
主
論
』
に
お
け
る
歴
史
と
神
話
イ
ン
グ
レ
ー
ゼ
に
よ
れ
ば
「
君
主
論
』
と
い
う
書
物
は
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ジ
ア
や
ユ
リ
ウ
ス
ニ
世
の
よ
う
な
〈
英
雄
〉
に
よ
り
作
ら
れ
る
〈
ロ
ー
マ
的
〉
表
地
と
、
鞘
晦
に
よ
り
暖
昧
模
糊
と
さ
れ
た
く
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
〉
な
裏
地
を
、
重
ね
合
わ
せ
た
織
物
で
あ
る
（
肥
）
。
正
に
こ
の
〈
ロ
ー
マ
的
〉
表
地
の
隙
間
か
ら
時
に
、
〈
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
〉
裏
地
が
姿
を
現
す
個
所
ｌ
そ
れ
が
「
市
民
的
君
主
政
に
つ
い
て
」
と
題
さ
れ
た
第
九
章
で
あ
る
。
筆
者
は
こ
こ
数
年
に
亘
っ
て
こ
の
章
の
も
つ
、
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
思
想
上
の
重
要
性
解
明
を
課
題
に
幾
つ
か
の
論
考
を
執
筆
し
た
。
そ
れ
故
「
市
民
的
君
主
政
」
概
念
の
詳
細
に
つ
い
て
は
そ
れ
ら
に
譲
り
本
稿
で
は
、
彼
が
〈
市
民
的
君
主
政
〉
と
い
う
概
念
を
発
想
す
る
に
際
し
、
既
述
の
如
き
〈
終
身
大
統
領
〉
制
創
設
を
め
ぐ
る
葛
藤
を
体
験
し
た
こ
と
が
、
決
定
的
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
を
第
九
章
解
読
を
通
じ
考
証
す
る
に
止
め
る
。
第
九
章
解
読
に
先
立
ち
、
そ
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
思
想
構
造
中
の
位
置
に
つ
き
概
観
し
よ
う
。
『
君
主
論
』
の
章
立
て
は
、
君
主
国
の
各
様
態
の
長
短
ヴ
－
几
卜
か
を
論
じ
、
君
主
が
自
分
の
〈
力
量
〉
の
み
に
依
拠
す
べ
き
一
一
と
を
論
じ
た
第
ヴ
ィ
几
ト
ウ
一
章
～
第
一
一
章
、
傭
兵
制
度
を
批
判
し
、
自
分
の
〈
力
量
〉
の
本
質
た
る
〈自分の武力〉（自白の己『・ロの）の整備を説く第一一一～第一四章、君主
が
備
え
る
べ
き
諸
特
質
や
統
治
の
留
意
点
に
触
れ
た
第
一
五
～
第
二
四
章
、
ヴ
ー
几
卜
句
ソ
－
几
卜
か
ナ
ゾ
－
処
卜
か
小
人
間
が
際
会
す
る
〈
力
量
〉
と
〈
運
勢
〉
の
葛
藤
を
背
景
に
、
〈
運
勢
〉
と
ヴ
－
兆
卜
巾
し
て
の
イ
タ
リ
ア
の
衰
運
を
超
克
す
る
〈
力
量
〉
を
も
っ
た
、
新
君
主
到
来
を
渇
望
す
る
第
二
五
～
第
二
六
章
に
区
分
で
き
よ
う
。
第
一
章
～
第
一
一
章
ヴ
Ｉ
化
卜
句
の焦点は新君主への助一一一口であるが、彼は外国を〈力量〉ないしは
プ
－
几
卜
か
十
〈
運
勢
〉
に
よ
っ
て
制
圧
す
る
か
、
悪
逆
非
道
な
い
し
は
人
心
操
作
に
よ
っ
て
自
国
の
主
人
に
の
し
上
が
る
か
、
内
外
二
つ
の
経
路
に
よ
り
そ
の
地
位
に
達
す
る
（
幻
）
。
外
か
ら
の
制
圧
と
い
う
経
路
の
範
こ
そ
チ
ェ
ー
ザ
レ
で
あ
り
、
「
君
主
論
』
の
ロ
ー
マ
的
文
脈
に
対
応
す
る
。
自
国
で
の
地
位
上
昇
と
い
う
経
路
の
う
ち
、
悪
逆
非
道
に
よ
る
者
に
つ
い
て
は
、
シ
チ
リ
ア
の
ア
ガ
ト
ク
レ
ス
と
フ
ェ
ル
モ
の
オ
リ
ヴ
ェ
ロ
ッ
ト
と
い
う
古
今
の
実
例
が
挙
げ
ら
れ
る
。
他
方
人
心
操
作
に
よ
る
者
即
ち
第
九
章
に
お
い
て
は
、
古
今
の
歴
史
対
比
こ
そ
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
お
得
意
の
手
法
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
何
一
つ
実
例
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
何
一
つ
実
例
が
示
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
の
は
そ
れ
が
、
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
に
と
り
に
身
近
で
直
裁
に
語
る
こ
と
に
憧
り
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。
即
ち
こ
う
し
た
君
主
の
当
代
に
お
け
る
代
表
こ
そ
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
始
祖
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
で
な
の
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
君
主
の
自
国
に
お
け
る
上
昇
と
い
う
経
路
こ
そ
、
「
君
主
論
』
が
内
に
隠
す
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
文
脈
な
の
で
あ
る
。
さ
て
こ
の
よ
う
に
解
す
る
と
き
ロ
レ
ン
ッ
オ
ニ
世
の
立
場
は
、
メ
デ
ィ
チ
家
の
武
力
に
よ
る
復
権
と
い
う
点
で
、
ロ
ー
マ
的
文
脈
と
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
文
脈
の
交
差
点
に
位
置
す
る
も
の
と
言
え
よ
う
（
兇
）
。
『
君
主
論
』
の
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
文
脈
を
代
表
す
る
第
九
章
が
、
彼
の
今
一
つ
の
著
作
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
第
一
巻
に
に
お
け
る
政
体
の
変
遷
史
と
係
わ
る
こ
と
は
、
多
く
の
研
究
者
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
史
を
元
型
と
す
る
か
か
る
変
遷
史
は
、
始
祖
王
た
る
立
法
者
が
樹
立
し
た
良
き
公
民
を
創
り
出
す
祖
法
が
、
人
間
本
来
の
邪
悪
さ
に
よ
り
る
腐
敗
に
抗
し
、
補足法を通じ幾度となく〈改革〉（『】ず目、）されていく過程である。
こ
う
し
た
改
革
は
そ
れ
を
指
導
す
る
改
革
者
の
活
躍
を
必
要
と
す
る
が
、
本
質
的
に
は
祖
法
が
内
包
す
る
自
己
復
元
機
能
に
依
拠
し
て
い
る
（
釣
）
。
し
か
し
人
民
の
腐
敗
が
そ
の
極
に
達
す
る
に
及
び
、
祖
法
自
体
の
〈
再
生
〉
（『一目ｍＣ言）が不可避となる。こうした〈再生〉はマキアヴェッリに
よ
れ
ば
、
独
裁
的
権
力
を
掌
握
し
た
一
人
の
人
物
に
よ
っ
て
の
み
達
成
さ
れ
る
（
帥
）
。
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
が
提
示
す
る
、
以
上
の
政
体
変
遷
史
を
解
読
格
子
と
し
た
と
き
我
々
は
、
『
君
主
論
』
に
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
描
写
し
た
新
君
主
が
、
彼
の
思
想
の
全
構
図
に
お
い
て
占
め
る
働
き
を
、
よ
り
精
密
に
了
解
す
る
こ
と
が
出
来
る
だ
ろ
う
。
神
話
的
始
祖
王
の
与
え
る
祖
法
秩
序内に展開する直線的時間ｌ〈改革〉（『一昏自、）とは、かかる直線的
石黒盛久：「君主論』と１６世紀初頭フィレンツェの党派政治 1２１
時間における祖法秩序の承認を前提に行われる行為である。他方
〈再生〉（言四ｍｏ旨）はその担い手が、祖怯の反復者ではなく祖法の
創始者と一体化し、世界開關の英雄神として直線的時間即ち歴史
以
前
の
、
神
話
的
空
間
の
中
に
立
法
を
通
じ
て
秩
序
Ⅱ
歴
史
を
付
与
す
る
こ
と
に
よ
り
可
能
と
な
る
行
為
で
あ
っ
た
。
宗
教
人
類
学
者
エ
リ
ア
ー
デ
が
省
察
し
た
如
く
〈
ま
つ
り
ご
と
〉
と
は
、
未
開
社
会
の
統
治
者
が
自
ら
か
か
る
英雄神と儀礼を介し一体化することにより、歴史的時間の中に神
話的空間を再帰させ、衰弱した有機体としての国家を再び賦活す
ることに他ならない。こうした議論を踏まえ近年の人類学者は、
近代化を契機に価値観解体の危機に瀕した伝統社会が、政治／宗
教的千年王国運動を媒介に、状況を神話的空間の再帰による世界
の再創造と了解し直すことで、危機を克服しようと試みた事例を
数多く報告している（団）。マキアヴェッリの思想の核心に、こ
のような「永遠回帰の神話」が埋め込まれていることを我々は、
ヴ
７
几
卜
巾
彼
の
説
く
自
ら
の
〈
力
量
〉
に
依
拠
す
る
新
君
主
が
、
「
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
が
ア
キ
レ
ウ
ス
を
、
カ
エ
サ
ル
が
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ロ
ス
を
、
ス
キ
ピ
オ
が
キ
ュ
ロ
ス
を
範
と
し
た
」
こ
と
に
倣
い
、
賢
い
射
手
が
「
せ
め
て
そ
の
あ
た
り
の
余
香
に
あ
ず
か
れ
る
よ
う
に
」
、
「
ず
っ
と
高
い
と
こ
ろ
に
狙
い
を
お
く
」
よ
う
モ
ー
ゼ
、
キ
ュ
ロ
ス
、
テ
セ
ウ
ス
、
ロ
ム
ル
ス
に
倣
っ
て
行
動
す
る
こ
と
を
勧
め
る
『
君
主
論
」
第
１
４
章
の
言
説
に
、
読
み
取
る
こ
と
が
出
来るだろう（⑩）。
だ
が
国
家
の
根
底
的
革
新
ひ
い
て
は
世
界
の
再
創
造
を
担
う
英
雄
が
、
か
かる超人的存在でなければならないのはなぜだろう。『デイスコ
ル
ス
ィ
』
１
１
１
８
に
お
い
て
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
国
家
を
改
革
／
革
新
す
る
方
法
と
し
て
、
「
す
ぐ
に
も
全
面
的
に
改
め
る
」
（
革
新
的
手
法
）
な
い
し
は
「
不
備
が
露
呈
す
る
機
先
を
制
し
て
、
ぽ
つ
ぽ
つ
と
改
め
る
」
（
改
革的手法）という、二通りの手法があるという（⑩）。だが後者
は
、
危
機
を
見
抜
く
こ
と
が
で
き
ず
「
自
分
が
な
じ
ん
で
い
る
生
き
方
を
容
易
に
変
え
よ
う
と
し
な
い
」
、
「
凡
俗
の
者
を
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
出
来
な
い
」
た
め
極
め
て
困
難
で
あ
る
（
“
）
。
む
し
ろ
国
家
の
危
機
が
万
人
に
明
ら
か
に
な
っ
た
と
き
（
換
言
す
れ
ば
危
機
は
目
に
み
え
な
い
段
階
よ
り
よ
り
複
雑
化
し
て
い
る
）
、
一
挙
に
改
め
て
し
ま
う
こ
と
が
肝
要
だ
が
、
「
力
ず
く
に
せ
よ
、
武
力
を
使
用
す
る
に
せ
よ
、
非
常
の
手
段
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
こ
う
し
た
革
新
を
遂
行
す
る
に
あ
た
っ
て
、
「
気
乗
り
の
し
な
い
消
極
的
な
支
持
者
」
を
背
景
に
、
「
こ
れ
ま
で
の
制
度
で
よ
ろ
し
く
や
っ
て
いた人々」を打ち砕くため、「何事も自分の思いのままにできる」
よ
う
、
「
絶
対
的
権
力
」
を
有
す
る
「
国
家
の
支
配
者
」
と
な
る
必
要
が
あ
る
（
価
）
。
共
和
国
に
お
い
て
「
絶
対
権
力
」
と
い
う
「
感
心
で
き
な
い
手
段
」
を
用
い
つ
つ
、
国
家
の
再
生
と
い
う
目
的
を
達
成
す
る
方
法
を
考
察
し
た
点
に
お
い
て
「
君
主
論
』
第
九
章
は
、
政
体
の
循
環
的
変
遷
を
と
り
あ
つ
か
っ
た
「
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
の
第
１
巻
、
中
で
も
１
１
９
及
び
Ｉ
ｌ
１
８
と
密
接
に
接
合
し
て
い
る
（
価
）
。
つ
ま
り
第
九
章
の
主
題
で
あ
る
〈
市
民
的
君
主
政
〉
の
理
念
こ
そ
が
、
共
和
国
論
的
色
彩
の
濃
厚
な
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
と
、
救
済
者
的
君
主
渇
仰
の
書
た
る
「
君
主
論
」
と
を
結
ぶ
結
節
点
と
な
る
の
で
あ
る
。
Ⅵ
市
民
的
君
主
政
か
ら
絶
対
的
君
主
政
ヘ
ー
ソ
デ
リ
ー
ニ
政
権
と
『
君
主
論
』
第
９
章
こ
の
理
論
的
枠
組
を
背
景
に
、
終
身
大
統
領
政
権
成
立
に
至
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
体
改
革
論
争
の
史
的
文
脈
と
絡
ま
せ
な
が
ら
、
「
君
主
論
」
第
九
章
の
議
論
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
議
論
の
基
本
的
構
図
は
政
治
社
会
を
構
成
す
る
二
大
党
派
即
ち
貴
族
／
平
民
の
葛
藤
で
あ
る
（
「
民
衆
は
貴
族
に
命
令
さ
れ
た
り
、
押
さ
え
つ
け
た
り
す
る
の
を
避
け
よ
う
と
望
み
、
貴
族
は
、
民
衆
に
権
力
を
振
る
い
抑
圧
し
よ
う
と
欲
す
る
た
め
に
、
こ
う
し
た
対
立
す
る
党
派
が
常
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
」
）
（
印
）
。
こ
の
貴
族
／
平
民
の
葛
藤
を
語
る
に
あ
た
り
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
当
代
の
事
例
を
全
く
あ
げ
る
こ
と
が
な
い
。
「
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
」
１
１
４
に
こ
の
基
本
的
構
図
が
、
「
ど
ん
￣
ﾛ■■■■■■■
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な
国
家
の
中
に
も
二
つ
の
異
な
っ
た
傾
向
、
即
ち
人
民
的
な
も
の
と
貴
族
的
な
も
の
が
存
在
す
る
」
と
、
ロ
ー
マ
共
和
国
を
例
に
公
式
化
さ
れ
て
い
る
が
、
ロ
ー
マ
史
を
解
読
格
子
に
自
国
政
治
を
理
解
す
る
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
人
の
歴
史
的
思
考
に
と
り
、
リ
ヴ
ィ
ウ
ス
の
説
く
ロ
ー
マ
の
貴
族
／
平
民
対
立
は
直
ち
オ
秒
孑
－
》
Ｉ
・
ワ
ー
ポ
ボ
Ｍ
に
、
彼
ら
の
都
市
の
〈
門
閥
〉
／
〈
平
民
〉
対
立
に
読
み
替
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
九
章
に
論
を
戻
せ
ば
、
こ
の
両
党
派
は
相
互
に
抗
争
し
つ
つ
、
他
方
を
圧
倒
出
来
な
い
状
況
に
遭
遇
す
る
や
、
自
派
の
代
表
的
人
物
に
権
力
を
集
中
さ
せ
彼
を
君
主
に
推
戴
し
、
こ
の
君
主
の
威
勢
に
よ
り
反
対
派
を
制
圧
し
よ
う
と
す
る
（
侭
）
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
こ
の
議
論
の
発
想
源
が
ピエロ・ソデリーニの選出経緯に由来するものだとは、’一一一一口も漏
ら
し
て
は
い
な
い
。
だ
が
「
近
代
の
出
来
事
に
つ
い
て
の
永
年
の
経
験
と
古
に
つ
い
て
の
不
断
の
読
書
」
の
対
照
か
ら
、
政
治
知
を
引
き
出
す
彼
の
思
考
法
か
ら
見
て
も
、
１
５
０
２
年
当
時
の
内
閣
第
二
官
一
房
長
と
い
う
そ
の
立
場
か
ら
し
て
も
、
〈
敵
対
す
る
二
大
党
派
の
抗
争
に
決
着
が
つ
か
ず
各
々
の
思
惑
か
ら
、
あ
る
一
人
の
人
物
を
〈
君
主
〉
に
擁
立
す
る
〉
と
い
う
政
治
公
式
を
実
証
す
る
〈
近
代
の
経
験
〉
と
し
て
、
ソ
デ
リ
ー
ー
ー
の
擁
立
に
帰
着
す
る
一
五
世
紀
末
～
’
六
世
紀
初
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
政
争
が
念
頭
に
な
か
っ
た
と
は思えない。
筆
者
の
推
測
を
強
め
る
の
は
、
｜
人
の
市
民
的
〈
君
主
〉
の
登
場
に
続
く
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
考
察
が
、
「
貴
族
の
支
持
を
受
け
て
君
主
の
位
置
を
得
た者」に向けられるからである。’’一一口うまでもなくソデリーニは貴
族の元老院設立計画の先兵として、アラマンノ・サルヴィアーティ、
ジ
ョ
バ
ン
バ
テ
ィ
ス
タ
・
リ
ド
ル
フ
ィ
等
の
推
挙
に
よ
り
、
終
身
大
統
領
位
に
登
っ
た
人
物
だ
（
砂
）
。
だ
が
そ
の
よ
う
な
支
配
者
は
「
い
ず
れ
も
君
主
と
対
等
だ
と
思
っ
て
い
る
大
勢
の
仲
間
に
取
り
巻
か
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
君
主
は
気
ま
ま
に
命
令
し
た
り
、
あ
や
つ
っ
た
り
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
」
（
刀
）
。
ギ
ル
バ
ー
ト
が
語
る
よ
う
に
ソ
デ
リ
ー
ニ
が
「
上
流
階
級
の
操
り
人
形
に
な
り
た
く
な
か
っ
た
」
、
更
に
は
「
対
立
す
る
両
集
団
の
間
に
も
っ
と
言
え
ば
そ
の
上
に
、
独
立
し
た
地
位
を
築
く
こ
と
が
で
き
る
」
水
ボ
ｕ
と
信
じ
た
と
す
れ
ば
、
現
実
が
そ
う
進
行
し
た
如
く
〈
平
民
〉
党
派
と
連
携
す
る
他
、
打
つ
手
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
（
刀
）
。
〈
平
民
〉
と
組
ん
だ
場
合
、
君
主
は
彼
ら
か
ら
「
独
立
し
た
立
場
に
あ
り
、
周
辺
に
い
る
人
で
服
従
心
の
な
い
者
は
一
人
も
」
い
な
く
な
る
の
で
あ
る
（
ね
）
。
こ
の
あ
た
り
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
筆
遣
い
に
は
、
元
老
院
創
設
案
の
旗
手
と
し
て元首位につきながら一躍〈平民〉派へとその基盤を反転させた、
ソ
デ
リ
ー
ー
二
流
の
駆
け
引
き
が
窺
え
る
。
実
際
第
九
章
で
語
ら
れ
て
い
る
オ
〃
ザ
↑
や
．
－
ア
イ
市
民
的
君
主
に
は
、
当
初
〈
門
閥
〉
派
で
あ
っ
た
者
が
自
身
の
政
権
基
盤
の
一層の強化のため、〈支配の技術〉（目の□の一一・ｍ目・）の一環として
が
ポ
Ｍ
〈
平
民
〉
派
へ
と
翻
身
し
た
者
と
い
う
色
合
い
が
濃
い
ｐ
「
危
害
を
加
え
ら
れ
る
と
信
じ
て
い
た
人
か
ら
恩
恵
を
受
け
る
と
…
民
衆
は
、
元
々
自
分
た
ち
の
支
持
に
よ
っ
て
君
位
に
つ
く
者
よ
り
も
、
｜
層
深
い
好
意
を
寄
せ
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
言
葉
も
ま
た
、
そ
の
選
出
の
数
週
間
ポ
小
Ｍ
前
ま
で
〈
平
民
〉
の
憎
悪
の
的
で
あ
っ
た
、
彼
ソ
デ
リ
ー
ー
ー
の
姿
を
妨
佛
と
さ
せ
る
も
の
と
は
言
え
ま
い
か
（
刀
）
。
し
か
し
近
年
の
研
究
に
よ
り
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
は
、
そ
の
先
の
真
実
で
あ
る
。
即
ち
サ
ッ
ソ
に
よ
り
指
摘
さ
れ
以
後
考
察
が
深
化
さ
れ
て
き
た
、
第
九
章
最
終
段
を
い
か
に
解
釈
す
る
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
の
段
で
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
「
民
主
政
か
ら
専
制
へ
」
の
移
行
を
企
て
る
市
民
的
君
主
の
姿
に
言
及
す
る
が
こ
れ
を
、
〈
公
吏
を
通
じ
て
支
配
す
る
〉
国
家
、
換
言
す
れ
ば
「
市
民
や
臣
民
の
下
に
政
治
的
権
威
を
温
存
す
べ
き
、
政
治
行
政
制
度を通じて支配する国家」と、君主が〈自分で支配する〉（８己四三画『
冨厨の）国家との間の差異をマキアヴェッリが識別し、不慮の事変に
対する抵抗力強化を意図として、前者から後者への〈上昇〉（、三『の）
を
説
い
た
こ
と
読
み
解
く
こ
と
が
で
き
る
（
刊
）
。
本
章
と
『
君
主
論
』
第
四章との比較研究により、〈自分で支配すること〉（８己自９ｓの『＄）
の
内
実
に
迫
っ
た
カ
ド
ー
ニ
の
説
に
よ
れ
ば
、
慣
習
的
国
制
や
そ
れ
を
通
じ
一一一
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ての市民の合意にその正統性を有する〈公吏〉の政治行動は、君
主のそれとは別種の基準に立つものである。そして君主の政治行
為
が
内
／
外
の
危
機
に
直
面
し
た
と
き
、
な
か
ん
ず
く
病
膏
盲
に
入
っ
た
政
体の根底的革新という、困難極まりない事業に直面したとき、〈公
吏〉達は君主とは異なる行動原理に立つがゆえにたちまち君主を
製肘し、没落に加勢するに至る。
つまり彼が第九章に説く〈自分で支配する〉（８日目９ｓの目の）と
は、君主に依存し君主にのみ忠誠を尽くすｌこの意味において百
分で支配する〉（８日目ｓ『で①『器）論は〈自分の武力〉（四『曰の宮・己の）
論とパラレルな関係に立つｌ直属官僚団による中央集権行政の実
現を含意している。勿論ソデリーニ統治下におけるかような試み
は、マキアヴェッリという先駆的類型を例外とし未熟に終わった。
しかしソデリーニの統治法がそうした方向に歩を進めていたこと
プ
ラ
ザ
イ
ケ
は、彼が有力者の諮問会への諮問という伝統的手法を回避し、「一」
う
し
た
案
件
を
能
力
に
も
資
格
に
も
欠
け
る
連
中
に
委
ね
た
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
彼
ら
が
、
大
統
領
の
命
の
ま
ま
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
の
こ
と
オ
ザ
ゾ
イ
マ
ー
プ
ィ
だった」という、グィッチャルデイーーーの〈門閥〉の視点による
批判からも窺える（空。先に『ディスコルスィ」１１１８を踏
まえ、英雄神の世界創造に例え得る国家革新の業を、創出された
世界の中での改革と対比しつつ、前者を国家を「全面的に改める」
手法、後者を「ぼつぼつと改めていく」手法と理解した。そして
病
状
も
浅
く
目
立
た
な
い
治
療
を
施
せ
ば
よ
い
後
者
に
比
べ
病
状
が
深
刻
化し万人の注視のなか強引に手術を行う必要のある後者の場合、
実行への抵抗は極めて激しいものとなる。そのことは『デイスコ
ルスィ』１１２６を参看すれば思い半ばに過ぎる。先立つ２５の
表題は「自由な国家において現行制度を改革しようとする者は少
な
く
と
も
、
旧
制
度
の
外
見
だ
け
は
残
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
」
と
あ
り
、
あくまでも〈改革〉（『】ず目口）を想定するものであったが、「｜都市
ま
た
は
一
つ
の
国
を
征
服
し
た
新
君
主
は
、
何
も
か
も
新
し
く
編
成
し
直
す
べ
き
で
あ
る
」
と
題
さ
れ
た
２
６
に
お
い
て
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
の
フ
イ
リ
ッ
ポ
ス２世を念頭にマキアヴェッリが語るのは、新君主が容認してい
な
い
よ
う
な
位
階
、
階
級
、
身
分
そ
し
て
富
を
何
一
つ
残
さ
な
い
世
界
再
創
造的な、国家の根底的〈革新〉（『旨四ｍ・言）そのものである。それは
因
習
的
な
日
常
生
活
に
安
住
す
る
庶
民
に
と
っ
て
、
「
あ
ら
ゆ
る
文
明
的
生
活を破壊する」、「きわめて残酷極まるやり方」ですらある（乃）。
だから〈改革〉（［弓自画）ではなく〈革新〉（『言、。旨）の達成という、
｜層の〈栄光〉（、｝・畠）を狙うルネサンスの英雄的支配者は、「王
国
や
共
和
国
の
設
立
」
と
い
う
宗
教
の
創
設
に
次
ぐ
偉
業
を
目
指
し
、
全
権
力
（
常
備
軍
／
官
僚
制
）
を
総
攪
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。
〈市民的君主政〉から〈絶対〉支配へという「君主論』第９章
最終段における〈上昇〉には、〈組合国家〉から〈中央集権国家〉
へ
と
い
う
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
史
の
中
心
主
題
が
、
な
か
ん
ず
く
そ
の
最
終
段
階
を
担
っ
た
ソ
デ
リ
ー
ニ
政
権
の
使
命
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
。
フ
ピ
ー
ニ
に
よ
れ
ば
中
世
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
国
制
に
お
い
て
は
、
そ
の
核
心
に
帝
権
と
い
う
普
遍
至
上
の
〈
主
権
〉
が
厳
存
し
、
〈
組
合
〉
や
〈
地
区
〉
と
言
っ
た
各
種
社
団
は
こ
の
帝
権
の
権
威
を
媒
介
変
数
と
し
て
、
緩
や
か
に
〈
連
動
〉
す
る
過
程
の
う
ち
に
、
国
家
の
輪
郭
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
た
（
万
）
。
だ
オ
リ
ァ
ィ
マ
ー
サ
ｆ
が
１
４
世
紀
末
葉
チ
オ
ン
ピ
の
乱
制
圧
後
〈
門
閥
〉
層
が
政
治
の
主
体
を
担
う
に
及
び
、
国
政
の
司
令
塔
の
形
成
即
ち
中
央
集
権
体
制
の
実
現
が
目
指
さ
・
〈
几
ラ
八
ケ
卜
れはじめる。｜」のような傾向は〈市民集会〉の招集と、それによ
爪
リ
ァ
る
国
家
〈
主
権
〉
の
〈
大
権
機
関
〉
へ
の
委
託
と
い
う
手
続
き
を
通
じ
た
、
才
ツ
ゲ
イ
マ
ー
ヴ
イ
〈
門
閥
〉
の
政
治
エ
リ
ー
ト
化
に
よ
り
可
視
化
さ
れ
る
（
耐
）
。
１
４
世
紀
末
ア
ル
ビ
ッ
ッ
ィ
時
代
の
２
０
０
人
評
議
会
に
端
を
発
し
、
コ
ジ
モ
時
代
の
１
０
０
人
評
議
会
、
ロ
レ
ン
ッ
オ
時
代
の
７
０
人
評
議
会
と
精
選
強
化
の
道
を
辿
っ
た
特
別
評
議
会
こ
そ
、
政
治
的
エ
リ
ー
ト
層
に
よ
る
権
力
集
中
手
段
（
ル
ラ
Ａ
ン
卜
で
あ
っ
た
。
だ
が
｝
」
う
し
た
元
老
院
的
機
関
は
、
〈
市
民
集
会
〉
に
具
現
化
四
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す
る
市
民
全
体
の
意
志
と
し
て
の
主
権
ｌ
か
か
る
観
念
を
通
じ
普
遍
至
上
主
権
（
帝
権
／
教
権
）
の
観
念
か
ら
の
離
脱
が
図
ら
れ
る
ｌ
と
の
整
合
性
獲
得
のため、彼等の内から「同等者中の第一人者」（目己巨、三の『宮『の⑫）
を
主
権
の
象
徴
と
し
て
析
出
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
て
い
た
（
刃
）
。
フ
ィ
レ
オ
ッ
ァ
１
マ
ー
ヤ
ィ
ン
ッ
ェ
の
〈
門
閥
〉
層
が
彼
ら
の
元
老
院
構
想
の
模
範
と
し
て
参
照
し
た
、
Ｆ
１
ソ
』
ヴ
ェ
ネ
ッ
ィ
ア
の
貴
族
主
義
的
国
制
の
頂
点
に
位
置
す
る
〈
統
領
〉
一
」
そ
、
こ
の
よ
う
な
「
同
等
者
中
の
第
一
人
者
」
と
し
て
の
君
主
の
実
例
で
あ
る
。
言うまでもなく〈門閥〉層による〈支配体制〉（【の、、言の昌・）確立
の
動
き
は
、
被
抑
圧
者
に
よ
る
反
動
を
招
来
せ
ず
に
は
い
な
い
。
と
同
時
に
〈
門
閥
〉
が
首
領
と
推
戴
し
た
存
在
が
、
エ
リ
ー
ト
層
の
脱
落
者
と
の
連
携
に
よ
り
、
同
等
者
達
か
ら
の
超
越
を
企
図
し
得
る
こ
と
も
容
易
に
推
測
し
う
１
秒
丁
↑
》
・
Ｉ
ｒ
ｆ
る
。
〈
門
閥
〉
層
の
第
一
人
者
と
〈
平
民
〉
層
の
不
満
の
吸
収
者
と
い
う
、
１
４
３
５
年
の
政
権
成
立
以
来
の
メ
デ
ィ
チ
家
の
二
重
の
相
貌
こ
そ
、
〈
元
首
〉
を
頭
に
戴
き
元
老
院
を
中
枢
と
す
る
寡
頭
門
閥
体
制
の
孕
む
矛
盾
を
示
し
て
い
る
。
コ
ジ
モ
・
デ
・
メ
デ
ィ
チ
没
後
の
所
謂
「
山
岳
党
の
乱
」
、
続
く
パ
ッ
ッ
ィ
陰
謀
事
件
更
に
は
１
４
９
８
年
の
サ
ヴ
オ
ナ
ロ
ー
ラ
革
命
に
至
る
、
１
５
世
紀
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
の
重
大
政
治
事
件
は
皆
ま
さ
に
、
「
同
等
者
中
の
第
一
人
者
」
と
い
う
限
界
を
踏
み
越
え
よ
う
と
す
る
メ
デ
ィ
チ
家
と
、
オ
や
ザ
！
》
・
－
ケ
Ｉ
そ
れ
を
阻
止
す
る
〈
門
閥
〉
層
と
の
葛
藤
上
に
生
じ
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
。
元
老
院
を
基
盤
と
す
る
寡
頭
門
閥
体
制
構
想
と
、
〈
平
民
〉
の
支
持
を
背
景
と
す
る
自
身
の
絶
対
化
の
間
で
メ
デ
ィ
チ
家
が
歩
ん
だ
陸
路
こ
そ
、
政
体
改
革
論
争
の
果
て
に
登
場
し
た
ソ
デ
リ
ー
一
一
政
権
の
歩
ん
だ
陸
路
で
も
あ
っ
た
。
つ
ま
り
１
５
０
１
～
０
２
年
の
論
争
は
単
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
が
直
面
し
た
、
政
治
的
危
機
へ
の
対
応
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
の
都
市
の
国
制
の
１
４
世
紀
以
来
の
転
換
過
程
の
一
断
面
で
あ
っ
た
。
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
に
と
り
ソ
デ
リ
ー
ニ
を
巡
る
政
治
的
力
場
の
体
験
は
従
っ
て
、
そ
の
一
時
点
に
お
け
る
党
派
に
よ
る
主
導
権
争
い
の
洞
察
Ｉ
即
ち
〈
市
民
的
君
主
政
〉
へ
向
か
う
政
治
力
学
ｌ
に
止
ま
ら
ず
、
そ
の
背
後
に
堆
積
す
る
元
老
院
（
有
力
者
の
〈諮問会〉の国制内化としての）を基盤とする寡頭門閥政治対
（
４
ヶ
八
．
》
卜
大評議会（〈市民集会〉の国制内化としての）を直接代表する絶
対
的
個
人
に
よ
る
支
配
と
い
う
、
中
央
集
権
体
制
形
成
を
め
ぐ
る
二
つ
の
方
向性の葛藤に関する洞察へと彼を導くものだった。彼がその政治
論
を
ｌ
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
へ
の
介
入
を
意
図
し
た
言
説
で
あ
る
場
合
に
は
特
に
ｌ
歴
史
の
か
か
る
射
程
を
前
提
に
構
想
し
て
い
る
こ
と
は
、
１
５
２
０
年レオ１０世に提出した「小ロレンッオ没後のフィレンツェ政体
改革論』がアルピッッィ家１大コジモとロレンッォ豪華公ｌピエ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
一
一
と
展
開
し
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
国
制
史
を
、
公
権
力
の
成
熟
を評価基準に素描する処からも窺える（別）。
『君主論』献辞にマキアヴェッリの語る、「近頃起こったこと
に
つ
い
て
の
永
年
の
経
験
と
、
古
の
こ
と
に
つ
い
て
の
不
断
の
読
書
」
に
よ
る
、
政
治
的
認
識
の
精
錬
と
い
う
有
名
な
一
節
に
お
い
て
、
「
近
頃
起
こ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
の
永
年
の
経
験
」
と
は
専
ら
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
・
ボ
ル
ジ
ア
やユリウスニ世との避遁に代表される、彼の外交官としての体験
つ
ま
り
は
ロ
ー
マ
的
文
脈
に
お
け
る
体
験
と
理
解
さ
れ
て
き
た
。
だ
が
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
ニ
終
身
大
統
領
政
権
の
成
立
に
ま
つ
わ
る
、
彼
の
内
務
官
僚
と
し
て
の
体
験
つ
ま
り
は
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
的
文
脈
に
お
け
る
体
験
も
ま
た
、
「君主論』に結晶する彼の政治的認識の精錬を促す、不可欠の体
験
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
こ
そ
本
稿
が
そ
の
論
証
を
試
み
た
主
題
に
他ならない。
理
想
の
新
君
主
の
範
型
と
し
て
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
は
チ
ェ
ー
ザ
レ
の
よ
う
に
名指しで登場する人物
ではな
い
。マキ
アヴェッリ
の描く彼の
肖像
を
気
の
抜
け
た
も
の
に
し
て
し
ま
う
の
は
、
チ
ェ
ー
ザ
レ
の
果
断
さ
に
比
べ
「
忍
耐
と
寛
容
を
も
っ
て
す
れ
ば
、
人
間
の
悪
な
ど
吹
き
飛
ば
せ
る
」
と
安
易
に
信
じ
て
し
ま
っ
た
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
の
決
断
力
の
欠
如
で
あ
る
（
別
）
。
確かに彼は〈門閥〉／〈平民〉両派の政権構想の間隙を縫い、両
者
に
推
戴
さ
れ
る
か
た
ち
で
合
法
的
に
元
首
位
に
つ
い
た
〈
市
民
的
〉
君
主
一
五
石黒盛久：「君主論」と１６世紀初頭フィレンツェの党派政治 1１７
で
あ
る
。
し
か
し
叙
上
の
通
り
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
政
治
史
が
彼
に
与
え
た
く
使
命
〉
は
、
国
民
主
権
に
基
づ
く
真
の
中
央
集
権
政
治
を
定
礎
す
る
力
業
を
完
遂
す
る
た
め
、
古
の
半
神
と
も
見
紛
う
よ
う
な
く
絶
対
的
〉
支
配
者
へ
と
〈
上
昇
〉
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
「
変
化
の
必
要
が
誰
の
目
に
も
は
っ
き
り
し
な
い
限
り
、
大
多
数
の
人
間
は
都
市
の
新
し
い
体
制
を
目
指
し
た
法
律
の
変
革
に
け
っ
し
て
従
お
う
と
は
し
な
い
」
か
ら
だ
（
囮
）
。
つ
ま
り
彼
は
神
話
空
間
の
英
雄
神
の
如
く
、
合
法
性
に
従
っ
て
で
は
な
く
合
法
性
の
作
り
手
と
し
て
、
反
対
者
を
有
無
を
言
わ
さ
ず
排
除
す
る
超
道
徳
的
行
動
を
、
身
に
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
し
て
聡
明
な
彼
は
「
こ
の
際
断固たる処置に出なければならないことは、百も承知していた」。
ネ
チ
ヱ
シ
夕
彼
が
一
」
う
し
た
く
必
要
〉
に
身
を
委
ね
る
決
断
を
鈍
ら
せ
た
の
は
、
｝
」
の
よ
う
な
処
置
に
出
る
こ
と
が
「
独
裁
権
を
確
立
し
て
市
民
平
等
の
原
則
を
ぶ
ち
こ
わ
す
」
こ
と
だ
っ
た
か
ら
だ
（
閉
）
。
し
か
し
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
が
彼
に
望
ん
だ
の
は
ま
さ
に
、
文
明
開
化
の
果
て
腐
敗
し
柔
弱
に
堕
し
切
っ
て
し
ま
っ
た
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
社
会
を
、
新
た
な
鋳
型
に
打
ち
込
み
直
す
た
め
「
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
は
た
と
え
立
派
な
こ
と
で
あ
っ
て
も
、
感
心
し
な
い
手
段
を用いる」ことにあえて踏み込む、そのような勇気であった（Ｍ）。
ソ
デ
リ
ー
ー
ー
が
「
自
分
の
立
場
に
妬
み
を
抱
く
連
中
を
滅
ぼ
し
て
し
ま
え
ば
」
、
イ
タ
リ
ア
戦
争
の
混
沌
の
さ
な
か
１
０
年
以
上
に
わ
た
り
そ
の
政
権
ヴ
－
几
卜
か
を維持し切ったその〈力量〉からして、「勢力は強くなり、名誉ロ
に
浴
し
、
繁
栄
を
見
る
に
」
至
っ
た
可
能
性
は
か
な
り
高
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
（
筋
）
。
『
君
主
論
』
第
２
５
章
或
い
は
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
Ⅲ
１
９
に
お
い
て
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
は
、
慎
重
さ
に
よ
り
功
成
り
遂
げ
た
フ
ァ
ピ
ウ
ス
と
果
断
さ
に
よ
り
栄
誉
に
輝
い
た
ス
キ
ピ
オ
を
対
比
し
、
時
勢
に
よ
り
同
じ
人
格
が
幸
運
を
享
受
し
た
り
不
運
を
託
っ
た
り
す
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。
そ
し
て
彼
自
身
の
好
み
か
ら
す
れ
ば
「
運
命
は
女
性
に
似
て
、
若
者
の
友
で
あ
る
か
ら
」
、
「
用
意
周
到
で
あ
る
よ
り
も
果
断
に
断
行
す
る
方
が
よ
い
」
〃
１
兆
卜
か
とは一一一口うものの、老練な慎重さを〈力量〉の一つの典型として認
ｌ
注
Ｉ
本
稿
に
お
け
る
『
君
主
論
』
お
よ
び
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
の
引
用
は
す
べ
て
、
他
田
廉・永井三明訳『マキアヴェッリ』、中央公論版世界の名著第１６巻によっ
た
。
そ
の
他
の
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
著
作
の
出
典
に
つ
い
て
は
そ
の
都
度
指
示
す
る
。
め
て
い
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
肌
）
。
そ
し
て
果
断
さ
に
お
け
る
現
代
の
ス
キ
ピ
オ
と
し
て
チ
ェ
ー
ザ
レ
の
姿
が
彼
の
胸
中
に
あ
っ
た
と
し
た
ら
、
名
指
し
を
さ
れ
な
い
も
の
の
そ
れ
と
対
比
さ
る
べ
き
現
代
の
フ
ァ
ビ
ウ
ス
に
擬
せ
ら
れ
た
者
こ
そ
、
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
ニ
そ
の
人
だ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
チ
ェ
ー
ザ
レ
も
ソ
デ
リ
ー
ニ
も
、
あ
く
ま
で
も
参
考
事
例
に
過
ぎ
ず
完
壁
な
模
範
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
チ
ェ
ー
ザ
レ
の
果
断
さ
が
ユ
リ
ゥ
ス
ニ
世
の
即
位
の
承
認
と
い
う
軽
率
に
転
じ
た
と
き
、
彼
の
没
落
が
始
ま
っ
た
よ
う
に
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
の
慎
重
さ
が
国
内
反
対
派
の
処
断
の
艤
曙
と
い
う
優
柔
不
断
に
転
じ
た
と
き
、
全
て
が
一
袰
目
に
出
始
め
る
。
だ
が
そ
う
は
言
っ
て
も
チ
ェ
ー
ザ
レ
が
「
自
分
の
武
力
」
に
依
拠
す
る
君
主
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
通
じ
て
、
「
君
主
論
』
と
い
う
著
作
の
叙
述
を
押
し
進
め
る
原
動
力
に
な
っ
た
の
と
同
様
に
、
ソ
デ
リ
ー
ニ
も
ま
た
党
派
対
立
の
潮
の
目
を
巧
妙
に
読
み
取
り
つ
つ
、
〈
市
民
的
〉
君
主
か
ら
〈
絶
対
的
〉
君
主
へ
と
国
内
に
お
い
て
揺
る
ぎ
な
い
地
位
を
固
め
て
い
く
君
主
の
参
考
例
と
し
て
、
こ
の
箸
の
結
晶
に
霊
感
を
与
え
る
元
型
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
（
１
）
佐
々
木
毅
、
『
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
』
（
人
類
の
知
的
遺
産
２
４
）
、
講
談
社
、
１
９
７
８
年
、
５
頁
。
（
２
）
拙
稿
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
観
と
諸
階
級
の
葛
藤
ｌ
〈
絶
対
的
〉
君
主
政
に
関
す
る
一
考
察
」
、
「
社
会
文
化
史
学
」
第
４
８
号
、
３
７
頁
～
４
０
頁
。
ロレンッオ２世の政治観については【・ロ・」目のい・二Ｆ。『８Ｎ。
□の一三８三・□臣ＢＳＣ『ずヨＰ二ｍ一ｍ二○『の二○帛田一○『のごＣのロー『・巨・○一一己。『の８．．国ミミ２
’一ハ
金沢大学教育学部紀要（人文科学・社会科学編）1１６ 第５７号平成２０年
：ミロロ雪ミミ（》田一・【ｇｏ①』＠日・弓・口①Ｃ‐〕］いを参照。。
（３）『ディスコルスィ』Ⅲ１３、
「当時の客観情勢や、敵の思惑からいっても、彼はそれ（反対派の
弾
圧
）
を
実
行
で
き
た
は
ず
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
行
す
る
決
心
が
つかなかったのである…ソデリーニは自分の仕事とその目的が、動
機
で
は
な
く
、
結
果
で
判
断
さ
れ
る
こ
と
に
気
づ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
」
（
括
弧
内
お
よ
び
傍
点
石
黒
）
。
「ソネット』（『マキアヴェッリ全集』第４巻、筑摩書房、１９９９年、
２３９頁）。
（４）内。⑫一豈口弓の『ｍ己四二Ｃ○○つ①『．。三眉三ゆくの一戸で一①『○ｍ。□の二昌四ごロ］一勺『旨Ｃ一つの二〕シシ・
くごＬ｝§、。｝・‐：。』ミヨ⑯貝［ミミ罰昌・冨目・図ミミ⑮国．⑫五口の望』Ｃ旨も．
］四四・
（５）、。。己負二三胃ごロぐの一一一・国の『○ｍｇの『目二．弓」凶①‐己Ｐ「（ソデリーーーは）も
し
自
分
が
反
対
勢
力
と
激
突
し
こ
れ
を
打
倒
し
よ
う
と
思
え
ば
、
独
裁
権
を
確
立
し
て
市
民
の
平
等
の
原
則
を
ぶ
ち
こ
わ
さ
な
い
限
り
、
そ
の
実
現
は
お
ぼ
つ
かないと判断していた」（『ディスコルスィ』Ⅲ１３）
（６）拙稿「ｚ・マキァヴェッリと『メディチ党に告ぐ』をめぐって１１
５
１
２
年
の
政
変
と
『
君
主
論
』
第
９
章
」
、
『
日
伊
文
化
研
究
』
〆
巨
『
２
００４年、５１頁。二℃①『の颪＆骨⑦一一・日①。①⑫言①８⑫の．ｓｓ８ｏ（⑰塁①いい①Ｒ①
旨８－℃自○勺一①『Ｐい①冒己『①色目のＳｍ国［○二の困国○旨８－つ臼○○ｍ○ｍでのＣｓ二（ピエ
ロ
が
罪
に
問
わ
れ
う
る
、
正
に
同
じ
事
情
が
当
政
権
を
罪
あ
る
も
の
に
、
し
か
ら
ず
ん
ぱ
罪
を
疑
わ
れ
る
べ
き
も
の
に
仕
立
て
上
げ
て
し
ま
う
’
二
苫
勺四一一のいの三二・ｚ・二胃冨画く①一一一（三胃一○三回目の一一一①。．）・『巨（の］の○での『Ｐ。『のロＮｐ
］ｃＣ凶・已・］①）
（
７
）
「
だ
が
一
部
市
民
、
と
り
わ
け
民
衆
の
気
を
引
い
て
み
た
り
メ
デ
ィ
チ
家
に
す
り
寄
っ
て
み
た
り
す
る
あ
の
連
中
は
、
確
か
に
ピ
エ
ロ
を
敵
と
し
て
お
り
、
ピ
エ
ロ
を
敵
視
し
た
こ
と
で
民
衆
に
対
し
て
負
っ
て
い
る
責
任
を
、
ピ
エ
ロ
が
悪
人
で
あ
っ
た
と
証
明
す
る
こ
と
で
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
の
は
、
自
分
た
ち
自
身
の
た
め
で
あ
っ
て
、
メ
デ
イ
チ家のためを思ってのことではなく…」（『マキアヴェッリ全集』
第
６
巻
（
「
メ
デ
ィ
チ
党
に
告
ぐ
」
）
、
筑
摩
書
房
、
２
０
０
０
年
、
１
２
２
頁
～
１
２
３
頁
）
。
（８）拙稿「マキアヴェッリ政治思想と「自分で支配すること」（８曰昌＆『
肩『いの）」、『北陸史学』第五一号、一頁～一七頁。
（
９
）
「
一
五
○
一
年
四
月
二
六
日
こ
の
場
に
お
集
ま
り
に
な
り
、
フ
ァ
エ
ン
ッ
ァ
陥
落
を
聞
く
に
至
っ
て
、
皆
様
方
が
そ
の
現
実
を
頑
な
な
ま
で
に
信
じ
よ
う
と
し
な
い
の
を
嘆
く
余
り
正
義
の
旗
手
が
涙
を
流
さ
れ
る
の
を
見
て
、
よ
う
や
く
皆
様
方
は
我
が
身
を
お
案
じ
に
な
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
」
（
前
掲
『
マ
キ
ア
ヴェッリ全集』第６巻（「資金調達についての発言」）、２５頁）。
（旧）前掲『マキアヴェッリ全集」第６巻（「資金調達についての発言」）、
２５頁。田．○一一ヶの昌一合。ヨミミ（ロミＱミＲｓ、ミミー、○一ミ日ロミ這冒ｏミミ
ロミ句のミ》〔卍ミ量ミヨ一ミ§ｎＰＺの芝‐望。『定Ｆ○＆ｏＰ－ｃａ七・ｓ
（Ⅲ）田・○一一すの員二ロの目四ａＣ宛巨ｏの一一昌四己二の○三○同一Ｃの一一三国⑫旨身目［言。『恒皀①
。、己・ロの目で○一一‐ごＢ－ｓＣ信亘二・・ｓミミミ言二＆ミ頃。三○○ミミミ
冒吟ミミ２×国」しお〉弓」塁‐］ぢ・
（ｕ）ピエロを追放した寡頭派の要人については、○巳ｎｏ国ａ三．ごミミ
ョミ⑩ミミＰ一ｓ｝ロ竜Ｐごｂ函》巳・凶］←‐凶一Ｊ．【・ぐ○二シーワ①ヨヨ〉、弓§：へ旨へ一口
『凸昌守ら（『ロロミ、、冒口ざ貝○‐助弓（ロ⑩８弓○図口Ｑ同。、。一己。Ｐ『ご荒冒Ｐこい口．｛さ・
９１口・呂云国魯）言員里⑮酉へ一旦詩重ミ⑩ミミ、記⑧）三（・‐口一山‐』己Ｐ、』『・
（旧）田．○一一ケ、昌一へ奇：旨く⑩一一（口コミ○員月冒、ミミ・治・田・内・冒亘昌轡冨已目の旨：一
ｍ］異の己四つ○一三８□①’－，国『の二Ｎの□巨昌（『。。①己の⑫ＢＱｍ一一一一ｍごＥｕ○コの□の’
６．局一ｍ二○三四ｍ四○『の口一一四二・三目この一ｍ目註一○己①『ので①Ｓ①旨○二・幻・田弓三
①□．．ＣＱＣｓ、耐⑩ミ（旨、（、。局、へ計｛閣員砂一目荷マミＣｓ、ミミ同ミロミミ
ミ一百三⑩ミ。〔計ミ：ｓＰＦ①Ｒの．］ＣＣＣも．］Ｐ
（川）宛・田巨亘昌・・二Ｆ－ｇｏ－ｓ二も．〕函・
（巧）○一一ヶ③耳』烏『：ミピミ」》Ｑ弓ＱＱミ８ｓ『具冒揖Ｓ・』‐』』・
（旧）【○ｍ一臣ご勺の⑫ョ目の○○℃①『．ご巳の｜のＮ一○月＆宅一の［○の。。①『一己四ｍ○口面一○己の『の画
く一ｓご些司＆（ミ。昌○亘８（ペミミ、Ｐシご皀○の××ぐ・］Ｃｓ〉己・一一コ‐］盆・○】一ケの員
二旨Ｓ旨く⑩（」一目ａＱミロＱミミミも己’ｓ‐いつ
（Ⅳ）甸巨亘昌凹三已扁の一己二七・一一・
（旧）の○○つの【．－Ｆ一の｜のＮ一○二の二七・一一コ．
（四）⑦一一ヶの昌一烏『３ｓご⑩三口竜ａＱミ：（ミミミ一己・ａ・ＤＣ○つの『・ニトーの一のＮ一目の二》つつ．
一
七
石黒盛久：『君主論」と１６世紀初頭フィレンツェの党派政治 1１５
］一℃‐］ｕ○・ｍ・国①耳①一戸二三四Ｃ三色ぐ①三目ＣｍＣＱの『ヨーニ・記§・身旨弓Ｒｂ屋ミペミ。）
××く閂戸一℃召・℃つい‐。．
（加）の○○つの『・二Ｆ一の一のＮ一○口の二・つ」否．○一一ヶの員三□＆ミビミ（§こ◎ミロミミミミ・弓．
①］‐①一・○一一ｓの耳）二国の曰四ａ。【ＥＣの一一＆二七つ・一つ『‐Ｓｍ・
（Ⅲ）○一一ヶの員量ｐｓｓ后ニロョミＱ昌月旨、＆員己己・①］‐Ｓ・
（、）シ・三四旨目一・二臣の｜のＮ一○口①画一、。ご註一○己の『昌○己の『己の旨○ｓ宅一の『○の○二の『一己己の一一四
《叩Ｓ『冒団。『①ヨ】目》ｓ勺一の『。凄『の己二・肉・田呂三＆・・〔〉、『Ｃｓ、（囚⑮ミ『ミ
コ、§ＮＱミ、○畳】｛。ご訂、ミ・Ｓｍミミ同旨ｓミミミ｝ごこぐ⑩ミ・昌一
畳ロミＰＦのＣＤＰ］ＣＣＣ七・口。⑫、匂ミミ⑩、Ｃへミミ、Ｓ宛ミ（ミ号へＱ愚量ＲｎミＰｍ
ｎ巨『四ｓシ・ロＢＣＲ三の、．シ一ヶ。昌○Ｐ三一四一○コ。‐ｚ四℃○一一・一℃＠一七・】ヨゴ・
（四）ＤＣＣでの【・二Ｆ一の一のＮごロの二七・三『・
（別）三四旨Ｒ一・二Ｆ一の一のＮ一○己の二七・回⑦函・
（西）Ｃ○○つの『〕二Ｆ一①一のＮ一○口の二・つ．］一ｍ・○一一ケのニミロｎｓｓごｎニロョミＱミロＱＳＳミ９つ・＠Ｗ・
囮・団員（の『．ご国①『。⑫○二の『三四己ｓ①○○一□のニン、①二・冒ミ（§匂忌Ｂ２×××皀・
一℃『函凹已・山『。
（妬）国①目①一戸一一三四ｓ固くの一一一ｍ。□の『旨一二・つ。①，○一一ｓのニミロＳ旨く⑩一一『ロョミ
○屋局ｎｓ、ミミ七・ｓ・ＣＣＣ己①『》二巳の一の凶○コの二・弓・ゴー１．Ｊ．
（刀）○一一ケの員量ロ３ｓごｎニロョュＱミ月冒、ミミ）己・ひ一・国の耳の一戸二三月声旨く①一一一目こ
の＆のユョ二．弓．⑦‐ヨ・田・○昌月旨己三（シ・三○ヨ①この月宣ａ・）・図『ミミ、ミ⑱ミミＰ
シ二目Ｐ一℃＠ｍ》弓・〕台‐］全．「下層民どもは、我らがありったけの軍兵
を差し向けたならば、ヴァレンティーノ公の軍勢を蹴散らすことが
で
き
た
で
あ
ろ
う
と
信
じ
て
い
た
。
そ
し
て
ま
た
彼
ら
は
、
そ
れ
ら
の
主
導
的
市民が、自身招き寄せたヴァレンティーノ公が、撃破されるのを見
たくなかったばかりに、どんな対策も打たれなかったのだと信じて
いた」
（羽）Ｃｏｏ己の『〕二Ｆ一の一①Ｎ－Ｃｐの二・つ・］ｕ一・国のロ①一戸三国①『。⑫○二の『一己二・つ己．。‐『・田巨すヨ一・
一一Ｆ一巨ｍｏ－【口一一・己・へ一・
（汐）口『○ごロ（、。｝ミ貝、．へ』』》田巨亘昌二已巨ｍｓＢ二）つつ．一一‐今回．、○○己①『）二Ｆ一①｜のＮ－Ｃ。①二・つ．
］旨・ロ一ヶ①具ごロ＆旨く皇（§ａＱミ８（ミミミロロヨー畠・
（刊）三凹冒ａ．一一巳の一①Ｎ一・二①二七・回Ｓ・「［公爵は］我が政府を、ご自身の意向に
沿
っ
て
改
造
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
と
申
さ
れ
ま
し
た
。
公
爵
は
我
が
政
府の堅固さを求めておられるのです」（ごミミ、、Ｃ三ｓ七・一ｓ）。
国の耳①三・Ｃロ．○一（・も己・『‐函・
（別）○一－すの員量□＆臼ご皇（§ａｑミロミミミミ》弓・ヨー①函・
（犯）の○○つの『）二Ｆ一の一のＮ一○二⑰二・つロ・一山ロー］いい・○一一ケの耳・ミロロ三口ご巴｛｝ロョミＱミＲ旨、ミミ・
つつ。③Ｃｌ『◎・
（羽）ＤＣ○つの『・二Ｆ一の一のＮ一目の二七つ」いひ‐一巴・国の貝①一戸二三四ｏ三ｍぐの一一一ｍ己の＆の『三二七つ・
Ｃｌ一つ・
（型）ロの『一の一一一・二三：亘四ぐの一一一四二□の。□①『一己二》已・一○・○一一ヶのＲミロロごロ后ミロ竜旦
Ｑミ月冒、ミミ）沽冒．ご‐『へ．ＣＣＣ己の『・二Ｆ一の一の凶○口の二．壱・一ヨー一Ｊ函・三ｍ［こＣＯ一・
一『Ｆ『の｜のＮ一○コの一一Ｕ己・ロゴ四・田巨ワーコーＵ二Ｆ一ＥｍＣ一戸四二Ｕ己。］函・
（お）国昌〔①『・三宅一の『ＣｍＣＱの『一己二・つ・Ｊｍ・○一一ヶの員三月三画くの一一一目・○已円旨ａ三一．ロ・『○・
，○○つの『・○つ・Ｃ－〔・〉己・］①一・二｛囚冒ｏ○一・二巳の｜⑰Ｎ一○コ①二・つ己・口ゴー‐四コＪ・
（苑）三四冒円一．二Ｆ一の一のＮ一○二の二・つ・口ゴー・ｏＥＲ旨己ヨー・の［。『国罰。『ｇ［一目）己．〕『『・
○一一ヶのＲミロ＆旨ごミミミＱ昌月ミミミ己．＄・「都市の病状は非常に重く、
そ
れ
ゆ
え
我
々
に
は
薬
を
探
す
た
め
の
時
間
は
余
り
残
さ
れ
て
い
な
い
」
（
１
５
０
２
年
１
月
の
国
制
改
革
に
関
す
る
〈
諮
問
会
〉
に
お
け
る
、
サ
ン
タ
・
ク
ローチェ区代表フランチェスコ・ペーピの発一一一一巳シ・め・田・も：２－［①①
で『皇‐＆ゆく○一・つｇ勇】王『‐四三『）
（刀）三四旨Ｒ一．三Ｆ一の一のＮ一○□①二・つ・凹己・匂ミミ⑩、。｛ミミ一己・も『・
（犯）図『ミミ⑩、・へミロさ・←さ・それは真に神のみ業によってなされたことで
あ
っ
た
」
と
い
う
ル
ー
カ
・
ラ
ン
ド
ゥ
ッ
チ
の
『
日
記
」
の
証
言
に
も
着
目
さ
れたい（Ｆ・Ｐ目ｓｏＣ－ｂ－皇。、。『の三口○ｓ一三９ｍ一一Ｊ］。＆』・ｏｍＦ
国シ□］シ重『①目の．］函田も．Ⅸ◎）。また彼の選出は「（市民間の）大いな
る
好
意
と
和
合
と
共
に
」
生
じ
た
と
す
る
、
ピ
ァ
ッ
ジ
ョ
・
ブ
オ
ナ
コ
ル
シ
の
記述もソデリー一一選出の意外性を傍証する（□・胃・目Ｃ８『⑫一己旨『一○
□①一ｍこ○Ｃの⑫巴己Ｅ』Ｂ己。耳四ご［一ｍの、已二冒戸四一国①己ｍｐ－Ｃ巨一四『曰⑰ロ（①ご田一○『①二Ｎｍ
Ｑｍ一一一四己二○一一Ｃｍ－ｐｍ－ｐＣｍ一一一ｍごロ○一ｕ一回〕田－０『①二Ｎ⑪一Ｊ。ｍむつ。ｏ一・）。
（羽）三四Ｅ８一・二巳の一のＮ－Ｃｐの二〕つつ・口ゴー四『四・回『ミ『ｇ⑩ロミミ貝、、・へＣ』‐△Ｓ》、・へ□・
国のロの三・二二｛、○三四ぐの一一一四口□の○二①『三一二〕己。⑦‐『・Ｃｏｏで①『）二Ｆ一①一のＮ一○二の二・つ己・
一画］‐］胃・・パレンティによれば１５００年９月のフィレンツェの政
柄
を
握
る
四
人
の
有
力
貴
族
の
一
人
が
、
ピ
エ
ロ
・
ソ
デ
リ
ー
一
一
で
あ
っ
た
。
八
金沢大学教育学部紀要（人文科学・社会科学編） 第５７号平成２０年1１４
（Ⅲ）冨皀このｏ一・二巳①一のＮ一○コの二七つ・口『い‐ロゴα・の○○つの『・一一Ｆ一①｜のＮ一○二①二七つ』函Ｃ‐一田・
（州）三画冒○Ｃ一・二Ｆ一①一①Ｎ一○口の二・つ・囚『α・国の二の一戸二三四Ｃ三ｍくの一一一目・の。この『一己二・己・一つ
い、、．四・国①ゴの一戸二勺向『【□四四○□口内目ｚこの勺シ『内自シ、ヤンア団ｚの一一】因ｓ｝（２吋Ｑ堂⑯
□－ず巨己凹昌印己①①〔宛のご巴閉口ロの①。×××冒・一℃。Ｐ已已・＠】‐一三・
（組）詞巨亘昌。ご已巨、○一国二七つ・山ゴー←四・○巳○○旨『昌昌・の［。【冒罰。『のヨヨ、七・．つ・
（
旧
）
前
掲
『
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
全
集
』
第
６
巻
（
「
小
ロ
レ
ン
ッ
オ
公
没
後
の
フ
ィ
レンツェ統治論」）１３９頁。三昌巨目一・二Ｆ一の一①Ｎ一・己の二七・口己・
（“）国①耳の一戸Ｃｐｏ一一・七』山・「まず第一に大統領は、大抵の指導的市民がそこ
に
参
加
す
る
諮
問
会
に
、
事
案
を
一
切
諮
問
し
な
か
っ
た
。
彼
が
こ
の
拳
に
出
た
の
も
彼
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
こ
う
し
た
叡
智
と
権
威
を
も
つ
諸
人
士
は
重
大
事
を
処
理
す
る
に
際
し
て
、
彼
ら
が
適
切
と
見
な
す
こ
と
を
な
す
の
で
あ
り
、
大
統
領
の
意
向
が
彼
ら
の
意
向
に
沿
わ
な
い
よ
う
な
場
合
、
大
統
領
の
意
向
を
無
視
す
る
で
あ
ろ
う
と
、
彼
が
考
え
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
一
方
大
統
領
は
こ
う
し
た
案
件
を
、
能
力
に
も
資
格
に
も
欠
け
る
連
中
に
委
ね
た
が
、
そ
れ
と
い
う
の
も
彼
ら
が
、
大
統
領
の
命
の
ま
ま
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
の
ことだった」（ｏＢｏｏ旨『＆貝口『弓冒●ゴミ⑯ミヨＰ己・全一）。、○・℃の『．
『一二自画Ｃ可一四ぐの一一一四勺一の『の。□①『一己一一一⑰己。］〕○・
（伯）、○○つの『。ご巳の｝①Ｎ一○回の二七・］Ｓ・
（妬）□員（①『・○℃．＆｛・もＪＣ・
（仰）国の耳①一戸○つ・○一【・七・一一・
（蝿）ｍ・ロのロの一戸二勺、曰宛ごｍｍｏＣｍ幻閂ｚこいやシ『宛閂シ団宅シ【、ｚの二・ｍご」（貝のｐＥの
二一匿巨ロ】色昌、己の①【宛①‐電Ｑ冴堕ロョ。⑩》沃沃戻昂（ｂｑＣ》、．｝ｃｃ‐｝Ｃ一・害《｝《国ミ｛。、具
トミ§ＮＣ『へミロ曾葛８‐ミロ、両目二堅冒（冗宮、。｝ミ目ロミココ§８コ、§Ｎ⑪
」＠℃公】活冒．（〕』‐｛匂（・宍ハ（、・ト。ごＱ）Ｃｓ量『ｎｓロヨユ、三一『一口圀冒記⑮苫口唇助ロ竃。⑮
［冒せ「鼠⑯ト幕Ｑ己○ミ⑯⑯、Ｑｎｓｓ§一軍§：墜・・口・亘、、ミミ笛‐一いい《》
（裸ご弓守、昼へ西③』ｃｃ』や｛旨〕・凶①０一山・
（⑭）ＤＣＣ己の【・二三、ｏ三豊①一一一画宅一①『の。□の『一己二七・一凶一七・一凹函・
（犯）ｏ○○℃①『・二三四○三四くの一戸国①『の。。、『ヨーニも」凶一・
（別）の○○℃の『・二二四Ｃ三四ぐ①一戸国①『、○二①『一己二七つ．］口］，］口凹・
（鬼）国①目の一戸二勺両目宛ごｍｍｏｏｍ宛冒ｚごｍ二七・一三‐Ｓ四・二℃の『の閉①『の⑫国８－巨己、。（の己已。
己Ｃ◎耳①も①『①いいの『の一一耳の『昌○の
■
□】頑『四二、①『く①一一．己①一一①。。、①□①｜『ご◎皀已。
の巳
○○ｍのく冒巨ＣｍＰごＥ『Ｐ二○ぐ①一○己①ご画く色一ｍ画く四『豆、の一四四三三Ｎ一○口Ｐ
一己己＆の『三里目。①⑫９日『届已の［［Ｐ⑫目目庁□の２９日８⑫。』の目色四一自己
（
ソ
デ
リ
ー
ニ
枢
機
卿
は
大
変
な
力
量
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
が
、
如
何
な
る
慎
み
も
信
仰
も
そ
の
他
の
配
慮
も
も
の
と
も
せ
ず
、
貧
欲
と
野
心
を
な
さ
け
容赦なく振り回した）’一（○巨円旨己巨・のＳ量罰・『の二目も．←ｇ・下線部石
里〈）・
（幻）田ｇ三・二ＥＥｍＣ言一一七・台・国の言の一一ざで．●一［・も」○℃‐二○・つ○○℃の『》二三四●三四くの一一竜一の『
の○二の『一二一二じつで・一口〕’一口一・
（別）拙稿「ルネサンス後期の君主論と政治プロパガンダーヴァザーリ《コ
ジ
モ
１
世
の
戴
冠
》
を
解
読
す
る
」
、
『
地
中
海
学
研
究
』
×
×
く
、
２
０
０
２
年
、
１
１
５
頁
～
１
３
９
頁
参
照
。
（お）宛．□」○二の、６℃・口（・
（妬）Ｐ百ｍ｝の⑫Ｐ宅の『三四Ｃ与冒この一一一‐巳目のこの一一○ｍ国［ＰＥ８ｍ已倒○二①□の一一①のＳ『一Ｐ
【○曰四・凶○○Ｊ・つやや①‐いつ・
（
幻
）
『
君
主
論
』
の
章
立
て
の
問
題
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
思想と「自分で支配すること」（８日目＆『己の『開）」、２頁。鹿子生浩
輝
ニ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
に
お
け
る
実
践
的
意
図
と
そ
の
一
貫
性
」
、
『
政
治
思
想
研
究
』
第
５
号
、
２
０
０
５
年
、
１
０
５
頁
。
外
国
の
征
服
に
よ
る
支
配
権
の
獲
得
と
、
自
国
内
で
の
権
力
の
掌
握
の
相
違
に
つ
い
て
は
、
前
掲
拙
稿
、
３
頁
及
び
鹿
子
生
前
掲
論
文
、
１
１
１
頁
。
（
犯
）
当
時
の
メ
デ
ィ
チ
家
の
地
位
の
二
重
性
に
つ
い
て
は
、
鹿
子
生
前
掲
論
文
、
１
０
９
頁
１
１
１
１
頁
に
繊
密
な
指
摘
が
見
ら
れ
る
。
（
刃
）
祖
法
の
自
己
復
元
機
能
に
つ
い
て
は
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
１
１
１
８
に
言
及
さ
れ
て
い
る
（
「
ロ
ー
マ
で
は
、
統
治
様
式
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
国
家
の
仕
組
み
そ
の
も
の
が
一
貫
し
て
存
在
し
・
・
・
こ
の
よ
う
な
国
家
の
お
お
も
と
と
な
る
制
度
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
ろ
う
と
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
か
っ
た
し
、
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
些
細
な
点
に
過
ぎ
な
か
っ
た
」
）
。
（
印
）
「
だ
れ
か
一
人
の
人
物
が
や
ら
な
い
限
り
、
古
く
か
ら
の
制
度
を
根
本
か
ら
改
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
…
一
国
を
建
設
す
る
の
に
は
独
裁
者
に
任
せ
る
こ
口叩困－８⑫Ｅ己昌・『］（永年聖座に在勤し、学問にも政治にも通暁し、
●
またもの慣れた人物であるところから）・二①一い＆の『三Ｐ巨・冒○ヨョＣｌ［の
一
九
石黒盛久：「君主論」と１６世紀初頭フィレンツェの党派政治 1１３
と
が
必
要
だ
」
（
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
１
１
９
）
。
「
何
事
も
自
分
の
思
い
の
ま
ま
に
で
き
る
よ
う
に
、
何
よ
り
も
第
一
に
、
国
家
の
支
配
者
に
な
っ
て
お
かなければならない・・・一つの政体を打ち立て、これを維持して行か
ね
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
こ
と
が
仮
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
共
和
国
を
作
る
よ
り
君
主
国
を
導
入
す
る
方
が
都
合
が
よ
い
」
（
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
１
１
１
８
）
（
日
）
三
・
エ
リ
ア
ー
デ
、
『
永
遠
回
帰
の
神
話
」
、
未
来
社
、
１
９
６
３
年
。
ワ
ー
レイ『未開社会と千年王国』、１９８１年、紀伊國屋書店。
（⑩）『君主論』第１４章
（
田
）
「
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
ィ
』
１
１
１
８
（科）『ディスコルスィ」１１１８
（閉）『ディスコルスィ』１１１８。『君主論』第６章。
（価）このような「君主論』第９章と『ディスコルスィ」１１９及び１８
との連関に関する詳細な分析は、○・の四ｍ⑫ＰＣ・蟹いい。』日・曰○四ｓ⑦
８目・一三①一《○一ｍ８『⑫一》．ｍミミ旨一合９ｓ扁声ｚｇＣｌ－もつ・二一‐一山①。また
邦
語
文
献
と
し
て
は
佐
々
木
毅
、
『
マ
キ
ア
ヴ
ェ
ッ
リ
の
政
治
思
想
』
、
岩
波
書
店
、
１
９
７
０
年
、
１
６
９
頁
～
１
７
６
頁
。
（印）『君主論』第９章。同様の国家の二元構造については古代ローマ史
を
例
と
し
た
、
『
デ
ィ
ス
コ
ル
ス
イ
」
１
１
４
（
「
ど
ん
な
国
家
の
中
に
も
二
つ
の
異
な
っ
た
傾
向
、
す
な
わ
ち
人
民
的
な
も
の
と
貴
族
的
な
も
の
が
存
在
す
る
」
）
な
ど
に
も
言
及
が
あ
る
。
（
冊
）
「
貴
族
連
中
は
自
分
た
ち
が
民
衆
に
対
抗
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
と
察
す
る
と
、
仲
間
の
内
の
誰
か
に
名
声
を
集
め
さ
せ
る
よ
う
に
し
て
、
こ
の
人
物
を
君
主
に
仕
立
て
る
…
他
方
民
衆
の
側
も
、
貴
族
た
ち
に
対
抗
で
き
な
い
と
み
て
と
る
と
、
あ
る
一
人
の
男
の
評
判
を
高
め
て
、
そ
の
人
物
を
君
主
に
祭
り
上
げ
、
そ
の
権
力
の
下
で
、
か
ば
っ
て
も
ら
お
う
と
す
る
」
（
『
君
主
論
』
第
９
章
）
（砂）Ｃｏｏ己①『．ご巳の｜のＮ一目の二・弓・］＆‐－３・ロの耳①一一一・二三ｍｇ固くの一一三己⑫。。①『三二・
弓．ｃ‐］○・国の弓の戸一一用『宛ごいい。□両国Ｚロの二・つ召・○一一ヶ⑰昌一一国の曰四ａ・
戸巨ＤＣの一一＆ご）己．一○℃・
（刀）『君主論』第９章。
（Ⅶ）○一一ヶ①貝一合＆旨ごミミミＱミＲｓ、ミミロ・『①．
（
ね
）
『
君
主
論
』
第
９
章
（刀）「君主論』第９章。６．．つの『》一一Ｆ一①一旦○二の二．弓・三‐一園・
（科）○・の画□○三）二』貝『○二○四ＱＥの８つ－８－－。①｜《わ【旨○一つの》二．トミロミ『ミロ］×．－℃『一つ己．
］ｏ←０〕。ｍ・
（万）ｏＢＲ－ｍａ－昌ｍ８【旨団。『のヨヨ四七・一一一・
（巧）『ディスコルスィ』１１２６
（力）田巨亘己）二已巨⑫凰白二七己・凹凶‐凶。．
（犯）田巨亘昌》○つ・○一【・も口①．宛〕田巨すヨー。ごロ四一一四＆つつ『のいのｐＳｍｏＣ国一の四一旨『呂己『①⑫のご国
已○一一二ｎｍ功一く一一宮でつ一つ○一三。。‐●。⑫一一【巨昌○口、一一旨国『の二脚のＱＰ－『『の四一
○已巨のＣの三○二・内・田呂三島ミミ倉ＱｓＣ８ミ巴、Ｐ三一一目Ｐ一℃Ｃ一七℃・含‐山口・三・
国・ロの。【の『。こ『ずの国。『の貝ヨの『の。一ｓ『旨一の［自の四二」の一ぐ一。亟巨ヨ凹己⑫ヨヨ三の
両四『一巨内の目房自Ｃの二・画ミ⑩ミミｎ口ごｓ２‐、Ｃへミ目§ａｐｏＱ⑮Ｑヨ
丙の口巴、の四コ○の国。『の口ｏＰＦ○■□○Ｆ］ＣＯ函・己已・二Ｃ‐一〕ｃ・Ｚ・丙巨ずヨ⑫［の一Ｐ
二局一○『のヨヨ①の。ごｍ二旨〔一○口色一一ｍ己四二ロブ｛のｓｏ一シｍＣ①ゴー□四口Ｃ豈曰［声の固甸の①昌豈
の①昌巨Ｑ二．ヱミ⑩ミミ厄国ミミ巴‐で・ヘミ目昌旦ｐＣＱｎＱ冒記§口唇睦目日
帛ベＣ、⑯弓ｎＰＦｏｐＱｏＰＳｏＰ己己・一一Ｗ‐←①口．Ｃ・くぃ『○三・ｑ｝。ごロ⑩ロミｄ同（。。⑯
、Ｃへミロロョミ記冒Ｑ：ご弓、ミ。‐ＣＱ、囚、ミロロロミロ９ｓ扁三〉三一一ｇＰ－Ｃｃｍ〉つつ。
］いＩいつ・
（刃）田巨す旨一・二Ｆ一ｇｏ一国二七つ・回①‐〕いも己・】函‐』＠．
（帥）田巨三三・二宛四己已『の⑫の二ｓｇｏ旨一の二つつ・←］‐←凶・
（別）の○○℃①『・二三四◎ず雪の一一弓一①『⑫＆の『三一一七℃・］易‐］ｇ・自身の冷酷さを隠蔽す
る
た
め
腹
心
の
宰
相
レ
ミ
ー
ロ
・
デ
・
オ
ル
コ
を
チ
ェ
ゼ
ー
ナ
で
一
刀
両
断
に
し
（
『
君
主
論
』
第
７
章
）
、
「
一
個
人
を
傷
つ
け
る
」
こ
と
に
よ
り
「
国
民
全
体
を
傷
つ
け
る
」
こ
と
を
回
避
す
る
こ
と
で
、
「
残
酷
さ
を
上
手
に
使
っ
た
」
う
こ
と
に
よ
り
「
臣
民
を
結
束
さ
せ
、
忠
誠
を
守
ら
す
た
め
に
、
残
酷
だ
と
い
う
悪
評
を
少
し
も
気
に
か
け
な
か
っ
た
」
（
「
君
主
論
』
第
１
７
章
）
。
『
デ
ィ
スコルスィ』Ⅲ１３。
（囮）『ディスコルスィ』１１２。
（Ｍ）『ディスコルスィ』Ⅲ１３。
（餌）『ディスコルスィ」１１１８。
（髄）『君主論』第６章。
（妬）『君主論」第２５章。
■■■■■■■■■ｌ
■■■■■■■■■■■■・
○
